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は じ め に

本年報は、文化振興課の主要業務のひとつである文化財保護事業と、文化振興課の管轄
施設である安城市歴史博物館、安城市埋蔵文化財センター、安城市民ギャラリー、安祥城
址公園及び丈山苑における各事業を報告するものです。

安城市歴史博物館、安城市埋蔵文化財センター、安城市民ギャラリーは、安祥公民館や安
祥城址公園も併せて「安祥文化のさと」として多くの皆様に親しんでいただいています。また、
丈山苑は、江戸時代の文人石川丈山の生誕地に建ち、「丈山の世界」を今に伝えています。令
和 6 年度には、これらの施設を合わせると年間14 万人ほどの方々に足を運んでいただきました。

文化財保護事業では、歴史的建造物緊急調査を 3 件、文化財悉皆調査を 2 件実施すると
ともに、史跡本證寺境内整備検討会議を 3 回実施しました。また、博物館活動の下支えと
なる史料整理活動では、4,764 点の文書・民具資料を調査・収集しました。

歴史博物館事業では、5 つの特別展・企画展を開催しました。なかでも特別展「ごろごろまる
まるネコづくし」では、猫への関心の高さもあり、入館者数は一万人を超えました。また、16年に
わたり開催してきた「松平シンポジウム」は令和6年度で好評のうちに一旦その役割を終えました。

市民ギャラリー事業では、4 つの特別展・企画展を実施しました。特に「やきものの秘密　
どうやってできるの？　この色・かたち」では、愛知県陶磁美術館と連携し、陶磁器の多様
な魅力を紹介することができました。また、美術講座や中学生日曜教室などを定期的に開催
し、学生や一般の方々の学ぶ機会の充実を図りました。

埋蔵文化財センター事業では、開発に伴う発掘調査 2 件に加え、本證寺境内における史
跡整備のための発掘調査も実施しました。

丈山苑では、各種コンサートやお茶会等、季節にあった多彩な催し物を実施し、市内外か
ら多くの皆様にご来苑いただきました。

指定管理者は、展示関連イベントや体験活動、ノウハウを生かした独自イベント等の企画
運営を行い、多くの方々にお越しいただく力となっています。また、インスタグラム等のＳＮＳ
を活用して情報発信にも努めています。

このように令和 6 年度も充実した活動ができましたのは、多くの皆様からのご支援やご協
力の賜物と深く感謝しております。今後とも、文化振興課としましては、事業のさらなる充実
に努めてまいりますので、引き続きご指導とご鞭撻を賜りますようお願いいたします。

　令和 7 年 7月
安城市教育委員会 生涯学習部 文化振興課
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Ⅰ

文化振興課の管理・運営体制
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Ⅰ　管理・運営

1.　組織・職員・業務分担
�　平成 28 年度から指定管理者制度を導入し、安城市歴史博物館、安城市民ギャラリー、安城市埋蔵
文化財センターの管理を指定管理者に行わせることとなった。令和６年４月から令和 11 年３月までの５
年間は、これまでの８年間から引き続いて、安祥文化のさと地域運営共同体が指定管理者と選定され、
管理運営にあたっている。また、安城市と安祥文化のさと地域運営共同体とは、以下の業務分担で施
設の運営にあたっている。なお、施設に隣接する安祥城址公園についても、他の施設と合わせて安祥文
化のさと地域運営共同体が管理にあたっている。

文 化 振 興 課 長 朝 　 岡 　 一 　 秀 埋蔵文化財センター館長・市民ギャラリー館長兼務
博 物 館 長 小 　 田 　 健 　 二

【　学  芸  係　】
係 長 野 　 上 　 真 由 美

杉 　 山 　 和 　 良
後 　 藤 　 麻 里 絵
千 　 田 　 佑 　 香
本 　 部 　 は る 香
三 　 島 　 一 　 信

社 会 教 育 指 導員 濵 　 田 　 康 　 司

【 文  化  財  係 】
課 長 補 佐 齋 　 藤 　 弘 　 之
係 長 西 　 島 　 庸 　 介

中 　 村 　 千 　 尋
沼 　 田 　 知 　 恵
榊　原 　 崚 　 介

任 期 付 職 員 植 　 田 　 美 　 郷
任 期 付 職 員 石 　 原 　 奈 緒 子
任 期 付 職 員 富 　 野 　 　 　 顔

指定管理者（安祥文化のさと地域運営共同体）

生涯学習部
文化振興課

館長

文化振興課長
学芸係

文化振興課長
兼務

埋蔵文化財センター長

文化振興課長
兼務

市民ギャラリー館長

文化財係

芸術文化係

歴史博物館

埋蔵文化財センター

市民ギャラリー

総括責任者

事業企画・広報責任者

喫茶店営業責任者

施設管理責任者

総務・経理責任者

事業企画・広報担当

喫茶店営業担当

設備運転担当

清掃担当

総務・経理担当 受付・ミュージアムショップ担当

展示監視・搬入搬出管理担当
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場所 業務区分 業 務 内 容
運営主体

教育委員会 指定管理者

全
　
体

運 営 事業運営計画策定と進行管理、各種会議への参加 ◎ 〇
広 報 施設パンフレット等作成、ＨＰの運営、報道機関・雑誌への情報提供 〇 ◎
ボ ラン ティア ボランティア運営 ◎ 〇

施設維持管理 ごみ・古紙収集、各種設備の保守点検、清掃、設備運転管
理等、夜間警備、修繕など 〇 ◎

管理 運営事務 事務室電話等案内、消耗品等物品及び備品管理、郵便物収受、
クレーム対応など 〇 ◎

年報（実績報告書）
作 成

施設利用者数、展示室等部屋利用実績等の記録などの統計記録 〇 ◎
原稿作成 〇 ◎
編集・発行・発送 〇 ◎

博
物
館

利 用 者 対 応 受付案内業務、ミュージアムショップ運営 ◎

文 献 資 料 室 資料管理、複写 ◎

展 示

常設展示室の展示管理、企画展示の企画・調査研究、展
示資料の借用、展示作業、図録・パンフレット・チラシ等原
稿作成、展示関連行事（記念講演会等）の運営

◎

展示（企画展の見せ方の提案など）、会場監視員の配置、ポ
スター ･ チラシ・観覧券の作成、図録の印刷と頒布、看板
等作製、展示関連行事（集客目的）の運営

◎

収 蔵 品 管 理 収蔵資料購入・管理・修理・整理、寄贈・寄託資料受入（図
書以外）、くん蒸、収蔵庫害虫・真菌同定検査 ◎

講 座・講 演 会
体験講座、博物館講座（初心者向け） ◎

博物館講座（専門的なもの） ◎

イ ベ ン ト 観覧者誘致のための自主イベント 〇 ◎

安城市教育委員会と指定管理者との主な業務分担

【 芸 術 文 化 係 】
係 長 平 　 井 　 友 理 香

鈴 　 木 　 育 　 恵
谷 　 村 　 捺 　 美
松 　 下 　 幸 　 子
永 　 坂 　 百 　 花
峯 　 村 　 　 　 敏

任 期 付 職 員 田 　 口 　 名 　 緒
任 期 付 職 員 近 　 藤 　 伶 　 衣
社 会 教 育 指 導員 錦 　 見 　 和 　 彦

【 指 定 管 理 者 】
総 括 責 任 者 井 　 上 　 宗 一 郎
副 総 括 責 任 者 小 　 野 　 麻 　 紀
企画・広報担当者 近 　 藤 　 憲 　 秀
企画・広報担当者 平 　 野 　 佐 登 美
総務・経理責任者 高 　 林 　 梨 　 央
総務・経理担当者 神 　 谷 　 明 　 美
施 設 管 理 責 任 者 斎 　 藤 　 寿 　 志
喫 茶 店 営 業 芦 　 塚 　 貴 　 光
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博
物
館

小中学生の受入 見学学習、職場体験 ◎
博 物 館 実 習 学芸員資格取得を希望する学生への講義、実務体験等の実施 ◎

れきしみち作成
原稿作成 ◎ ◎
編集、発行、発送 ◎

研 究 紀要 作成
原稿作成、編集 ◎
発行、発送 ◎

歴 史研 究作成 原稿取りまとめ、編集、発行、発送 ◎

刊 行 物 管 理
在庫管理、料金収納 ◎
販売 ◎

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

利 用 者 対 応
受付案内、展示室予約受付、展示室等利用許可及び料金収
納業務、展示室パネル移動業務、展示室利用者サービス業務、
利用統計業務、創作実習室の運営、利用促進業務（催しもの
案内作成等）

◎

展 示

企画展示会場の設営、図録原稿作成 ◎

ポスター・チラシ等の作成頒布、図録送付、企画展看板作製、
会場受付・監視員の配置、展示関連行事（集客目的）の運営 〇 〇

展示関連行事（講演会など）の運営 ◎ 〇

収 蔵 品 管 理 収蔵品購入・管理 ( 撮影業務）・修理、寄贈作品受入、収蔵
作品の整理、収蔵庫及び展示室の害虫・真菌同定検査業務 ◎

美 術 講 座 講座計画・運営 ◎ 〇

安 美 展 事 業

会場監視員の配置、駐車場整理業務、ポスター・要項・目録
の印刷及び送付 ◎

安美展運営協議会事務、展示（看板・展示作業等）委託、
ポスター・要項・目録の原稿作成 ◎

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

文化財保護事業 文化財調査および報告書の作成、文化財啓発事業、ＨＰの運営 ◎

城
址
公
園

景観および設備管理 施設および敷地内の維持管理（ささら川ポンプ管理含む）、樹
木管理等敷地内管理、駐車場管理 ◎

利 用 許 可 公園内の占用及び行為制限の許可 ◎

※「運営主体」の「◎」は主に業務を行う者、「〇」は従に業務を行う者
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 2.　決　　算　 （令和 6 年度　単位：千円） 

（１） 歳　入

（２） 歳　出

項　　目 決 算 額 摘　　　　　要

文化振興費雑入 3,457 市民ギャラリー講座参加料、県支出金、寄付金等

博 物 館 管 理 費 930 行政財産目的外使用料

　 〃　 事 業 費 1,744 歴史博物館事業費補助金、図録等売上げ等

文 化 財 保 護 費 87,988 補助金、国庫支出金、寄付金、発掘報告書売上げ等

一 般 雑 入 0

丈 山 苑 管 理 費 37 行政財産目的外使用料

項　　目 決 算 額 摘　　　　　要

文 化 振 興 費 24,140
文化活動団体補助金、美術品購入、市民芸術祭、市民公募文化
事業、安美展、市民ギャラリー講座、郷土作家展、市民ギャラリー
コレクション展

博 物 館 管 理 費 190,722 指定管理委託料、施設修繕料、駐車場工事等

　 〃　 事 業 費 42,479 特別展、企画展、企画展調査、講演会、資料購入等

文 化 財 保 護 費 233,159
史跡本證寺境内整備、文化財保存事業費補助金、無形民俗文化
財等保存伝承事業補助金、松くい虫防除、文化財悉皆調査委託、
埋蔵文化財発掘調査

丈　山　苑　費 44,048 指定管理委託料、借地料、丈山苑改修計画設計委託等
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Ⅱ

文化財保護事業
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Ⅱ　文化財保護事業

1.　文化財保護委員会
（１）委員

委 員 長	 神谷　　浩
副委員長	 岩田　敏也
委　　員	� 川﨑みどり	 天野　　淳	 鷹巣　　純	 安藤　　弥
	 飯塚恵理人	 神谷　菜穂	 永田　典子	 小田　健二

（２）活動
		  6 月	16 日	第１回文化財保護委員会　令和５・６年度文化財保護関係事業について
		  8 月	18 日	文化財管理調査：２班
		  8 月	28 日	文化財管理調査：３班
		  8 月	31日	文化財管理調査：３班
		  9 月	 3 日	文化財管理調査：１班
		  9 月	29 日	第２回文化財保護委員会　文化財管理調査の結果について
		 11 月	 6 日	文化財保護委員会・博物館協議会合同研修会
				   旧鈴木家住宅・豊田市博物館
		  1 月	19 日	文化財防火訓練　櫻井神社
		  3 月	 8 日	第３回文化財保護委員会　令和６・７年度文化財保護関係事業について

2.　指定文化財
（１）指定文化財件数

　令和６年度は、新規に指定された文化財がなかったため、市内の指定文化財は昨年度と同じ合計
226 件であった。

（２）安城市指定文化財一覧 （令和 7 年３月 31 日現在）

種 別 有 形 文 化 財 民俗文化財 記念物

計
指定区分

建

造

物

絵

画

彫

刻

工

芸

品

書

跡

典

籍

古

文

書

考
古
資
料

歴
史
資
料

有
形
民
俗
文
化
財

無
形
民
俗
文
化
財

史

跡

天
然
記
念
物

国指定 2 1 1 3 7

県指定 1 2 2 1 1 1 1 2 11

市指定 11 37 15 9 17 6 29 13 1 14 2 45 9 208

計 12 41 17 10 17 6 29 15 1 15 4 48 11 226
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3.　文化財保護事業
（１）天然記念物の保護増殖

マツクイムシ防除業務（桜井神社のクロマツ）

（２）国・県・市の指定文化財管理謝礼　１３２件

（３）文化財管理調査
１班：９月３日
	 絹本著色　真宗八祖像、
	 紙本著色　親鸞聖人像、
	 都築弥厚茶室、松平氏関係文書、
	 西蓮寺のイチョウ（西蓮寺、東端町）
	� 東端八劔神社本殿（東端八劔神社奉賛会、東端町）
	 根崎八幡神社の絵馬及び奉納額、
	 根崎八幡神社本殿（根崎八幡神社、根崎町）
２班：８月18 日
	 絹本著色　方便法身尊像、紙本墨書　六字名号、塚越古墳（願力寺、古井町）
	 絹本著色　阿弥陀三尊来迎図、紙本著色　釈迦三尊像（崇福寺、今本町）
	 三河三白山・上条白山媛神社（上条町内会、上条町）
	 鰐口（慈光院、新田町）
３班：８月 28・31日
	 絹本著色　方便法身尊像、中川覚右衛門墓碑、明法寺のイブキ（明法寺、安城町）
	 木造　薬師如来坐像、高棚村絵図、芦池絵図（高棚町内会、高棚町）、
	 山崎城址（山崎町内会、山崎町）
	 信照寺のシイ（信照寺、榎前町）

（４）本證寺内堀環境調査事業
　平成 21 年度に本證寺内堀にかつて生えていたハスを再生するために、市民に呼びかけてはじまった本
事業は、22 年度に「本證寺ハスの会」として自主グループが設立された。本グループとともに、引き続い
て日本カメ自然誌研究会に委託して外来生物の駆除を行った。
　令和６年度のハスの生育状況は、大門北側の内堀は良好、大門南側は不良であった。

（５）文化財防火訓練
　１月１９日（日）に櫻井神社（桜井町）において消防署・地元消防団・町内会の協力の下に実施した。
訓練概要は、消防設備説明、通報訓練、初期消火訓練、文化財搬出訓練、放水消火訓練などである。

4.　史跡整備事業
（１）史跡本證寺境内整備検討会議

　史跡整備に向け、学識経験者・地元有識者・地元関係者により構成された整備検討会議を３回
実施した。なお、発掘調査計画の指導・助言を得るため、作業部会を２回実施した。

委員	 村岡幹生　　鈴木正貴　　丸山　宏　　岩田敏也　　川﨑みどり　　安藤　弥
	 小山興圓　　牧　浩之　　杉浦政司
助言者	 岩井浩介（文化庁）　尾崎綾亮（愛知県）

（２）（仮称）本證寺史跡公園整備
　『史跡本證寺境内整備基本計画』に基づき、令和６年度は敷地造成と全域での樹木伐採・剪定を
実施した。

指定文化財管理調査の様子
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5.　文化財保存事業
（１）指定無形民俗文化財保存・伝承事業補助

安城の三河万歳保存会	 140 千円
桜井町下谷棒の手保存会	 80 千円
桜井神社の祭囃子保存会	 140 千円	（７団体）

（２）文化財保存事業補助
善光寺如来絵伝・聖徳太子絵伝（本證寺）	 2,541 千円
方便法身尊像（念空寺）	 302 千円
桜井神社本殿（櫻井神社）	 265 千円
山崎城址（山崎町内会）	 35 千円
姫塚古墳（浅間神社）	 229 千円

6.　文化財調査事業
（１）歴史的建造物緊急調査

　令和６年度の歴史的建造物緊急調査は、名古屋市立大学に委託して、明治本町神杉酒造 （6月26
日）、安城町大進産業 （10月７日）、川島町Ｏ家 （12月18日・３月27日・３月29日）を実施した。

（２）文化財悉皆調査
　令和元年度から開始した文化財悉皆調査は、鷹巣純氏（安城市文化財保護委員・愛知教育大学教
授）に委託して、市内寺院の文化財の調査を行った。今年度は２件の寺院で調査を実施した。調査
した寺院及び日程については以下の通りである。
　本證寺（林松院文庫）（野寺町）（９月５日、７日、８日、11 月17 日、２月 27 日、３月２日）、西心寺（川
島町）（11 月16 日、12 月６日、12 月 22 日、３月９日、20 日）

7.　史料整理活用事業
　平成 23年度から文化財・博物館活動の下支えとなる文書史料・民具資料の調査・収集・整理・保
存を担当する事業として発足し、市内に存在する資料の調査や、寄贈資料・収集未整理資料の目録
作成等をおこなった。

（１）調査・収集資料
ア　資料累計	 歴史資料　93,896 点	 民俗資料　16,779 点

イ　資料群数	 寄贈資料群	 13 件
	 購入・寄託・調査資料群	 12 件
	 ・新規文書資料	 5,791 点
	 ・新規民具資料	 86 点
	 ・新規美術工芸資料	 1 点

（２）教育普及活動
ア　古文書研究団体への利用古文書の提供
イ　他自治体等に対する資料整理等のアドバイス、情報提供（高浜市等）
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歴史のひろば展 子ども武者行列

開催日 事 業 名 人数

9 月 24 日～10 月14 日 安城発掘のあゆみ展「安城　発掘のあゆみ」 1,136

10 月 4 日～13 日 歴史のひろば展、歴史団体活動発表展 1,136

10 月 4 日～14 日 市民ギャラリー企画展
「Flora　市民ギャラリーを彩る草と花」 1,518

開催日 事 業 名 講師 人数
７月15 日

古代の土器で塩をつくろう 職 員
10

８月 3 日 10
７月 21 日 縄文時代の石器づくり 水野裕之氏 20
8月11日 古墳時代の鏡づくり 職 員 18

7月 23 日～ 26 日、
7月 31 日～ 8 月 2 日 夏休み子ども土器づくり講座 職 員 71

9 月 8 日 土器ドキ昼ゴハン 職 員 38
合　計 167

イ　夏休み子ども考古学講座

古代の土器で塩をつくろう 土器ドキ昼ゴハン

8.　文化財啓発事業
（１）主催事業

ア　安祥文化のさとまつり
　安祥文化のさとには、歴史博物館・埋蔵文化財センター・市民ギャラリー・安祥公民館・安祥城
址公園があり、これらの施設を広く市民に親しんでもらうために平成 18 年度から実施している。令和
６年度は、１０月５日（土）と６日（日）の開催であった。三河万歳演舞や子ども武者行列「いざ！安
城合戦！」など多彩な事業を実施した結果、参加者は 5,876 人であった。
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開催日 団体名・内容 担 当 人数
4 月 13 日 安城青年会議所 齋藤 46 

4 月 20 日 未来寺子屋① 中村 14

5 月  4 日 講演会・絵伝解説（本證寺フェスティバル） 文化財係 1,780 

5 月 18 日 未来寺子屋② 中村 13

5 月 30 日 桜井公民館高齢者教室 榊原 50 

6 月 15 日 未来寺子屋③ 中村 12

6 月 16 日 寺領町福祉委員会 植田 12 

7月13 日 藤井町老人クラブ 齋藤 18 

7月 20 日 未来寺子屋④ 中村 10

7月 25 日 安城市まちづくり市民会議 齋藤 24 

8 月17 日 未来寺子屋⑤ 中村 9

9 月 21 日 未来寺子屋⑥ 中村 10

開催日 事 業 名 講師 人数
10 月12 日 尾張の弥生と古墳を訪ねて 川﨑みどり 19

11 月  ９日 知多半島北部の史跡と大高城を訪ねる 神谷友和 19

12 月  7日 足助の町並みと豊田の史跡を訪ねる 神谷友和 19

合　計 57

開催日 講 座 名 担 当 人数
５月  ４日 本證寺境内発掘調査現地説明会 石原 32

9月21日 本證寺境内発掘調査現地説明会 石原 35

11 月  ９日 本證寺境内発掘調査現地説明会 石原 78

２月  ９日 本證寺境内発掘調査現地説明会 石原 60

３月  ９日 塚越古墳発掘調査現地説明会 富野 70

３月  ９日 獅子塚古墳発掘調査現地説明会 植田 70

合　計 345

ウ　あおぞら歴史教室

エ　現地説明会

あおぞら歴史教室 あおぞら歴史教室

（２）出前授業等
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（３）土器づくり教室
開催日数　99 日　　参加者数　346 人　　見学者　153 人
ボランティア延べ人数　467人

（４）報道関係・出版物掲載

掲載・放送日 内　　　　　容 掲載誌・放送局名

5 月  4 日 本證寺フェスティバル ＫＡＴＣＨ

5 月  9 日 本證寺境内発掘調査現地説明会 ピッチＦＭ

6 月 27 日 市内遺跡発掘調査報告展 ピッチＦＭ

7 月  9 日 夏のきょうえんいち 中日新聞

7 月 11 日 NHK まるっと！「本證寺の展示遺物」 ＮＨＫ

8 月  1 日 愛知やきものヒストリー 2024 ピッチＦＭ

8 月 18 日 盆踊りの集い 中日新聞

8 月 30 日 NHK まるっと！
「城博士・千田嘉博のおもシロいぜ！城歩き＃５本證寺」 ＮＨＫ

９月 21 日 本證寺境内発掘調査現地説明会 ＫＡＴＣＨ

10 月  3 日 発掘のあゆみ「本神遺跡発掘調査 60 周年」 ＫＡＴＣＨ

10 月 24 日 秋のきょうえんいち ピッチＦＭ

11 月 20 日 三河一向一揆＠愛知・安城 朝日新聞

12 月 16 日 安城で行きたい場所「本證寺」 ＮＨＫ

12 月 17 日 安城で行きたい場所「安城城」 ＮＨＫ

1 月 24 日 冬のきょうえんいち 安城ホームニュース

2 月 14 日 冬のきょうえんいち 中日新聞

10 月  2 日 シルバーカレッジ 榊原 20 
10 月  3 日 桜井公民館高齢者教室 榊原 50 
10 月  9 日 出張土器づくり教室（桜林小学校） 石原 30 
10 月16 日 出張土器づくり教室（桜林小学校） 中村・榊原 35 
10 月17 日 出張土器づくり教室（桜林小学校） 中村・榊原・石原 35 
10 月17 日 作野小、原爆講話 神谷 96 
10 月19 日 未来寺子屋⑦ 中村 14
11 月12 日 出張土器づくり教室 中村・植田 100 
11 月16 日 未来寺子屋⑧ 中村 11
11 月 26 日 東部小郷土の日 沼田・神谷 88 
12 月 21 日 未来寺子屋⑨ 中村 12
1 月18 日 未来寺子屋⑩ 中村 33
１月 29 日 今池小、原爆講話 神谷 60 
2 月15 日 未来寺子屋⑪ 中村 16
2 月 21 日 北部小、原爆講話 神谷 134 
2 月 26 日 祥南小、原爆講話 神谷 46 
3 月15 日 未来寺子屋⑫ 中村 10

計 29 講座 2,788
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Ⅲ

歴史博物館事業
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Ⅲ　歴史博物館事業

1.　施設概要
（１）施　設	 （２）設　備

所 在 地 愛知県安城市安城町城堀３０番地
竣 工 平成２年８月３１日
開 館 平成３年２月 ８日
都市計画法区域 都市計画区域　市街化調整区域
用途地域指定 無指定
防火地域指定 無指定　22 条地域
敷 地 面 積 ２１，４４６．８８㎡

 （公民館・ギャラリー敷地含む） 
建 築 面 積 ２，４０３．７２㎡
延 床 面 積 ４，８５１．６９㎡

 （内訳） 	 １階　２，１１５．５５㎡
	 ２階　１，８１４．０８㎡
	 ３階　　 ９２２．０６㎡

構 造 鉄骨鉄筋コンクリート造　３階建
基 礎 鉄筋コンクリート造杭打独立基礎
仕 上 概 要 屋根	 耐候性鋼板	 化粧瓦棒葺

		  （断熱材裏打） 
外壁	 腰：花こう岩
	 壁：磁器質特殊型状タイル

駐 車 場 ２４９台

主な部屋の面積

電 気 設 備　
受 電 電 圧 3相・3線・6.6KV
自家発電装置 ディーゼル発電機　起動時間10秒

定格出力 86PS 容量 75KVA
火災報知設備 受信機　Ｐ型１級
ITV監視装置

空 調 設 備
冷温 水発生器 ガス焚二重効用吸収式 （２台） 

都市ガス LNG
空 気 調 和 機 ６台
パッケージエアコン 11 台

給排水衛生設備
給 水 設 備 市上水道

受水槽一体型加圧給水ポンプユニット
容量 500ℓ 1 台

排 水 設 備 市下水道
屋内－汚水・雑排水分流式
屋外－汚水・雑排水合流式

給 湯 設 備 都市ガス用給湯器による局所給湯方式

消 火 設 備
屋 内 消 火 栓 ９カ所
ハロゲン消火設備 ４カ所

中央監視装置
電気、空調、衛生、防災の各システムを統合管理

エレベーター
乗用 （身障者用） 11人乗  750kg 45ｍ/分

油圧式
荷 物 用 2,500kg 20m/分 油圧式

夜 間 警 備
機械警備による業者委託

階 部屋名 面積（㎡） 内　容

一
　
　
　
階

企 画 展 示 室 296
文 献 資 料 室 71
特 別 収 蔵 庫 120 特別収蔵品
整理修理工作室 152
荷 解 場 171 テーブルリフター、 ホイスト（2ｔ）
く ん 蒸 室 25 内容積 20
学 芸 研 究 室 68
事 務 室 114
館 長 室 23
休 養 室 17
守 衛 室 35
喫 茶 室 88 40 席

そ の 他 935.55

エントランスホール, ラウンジ,ミュージア
ムショップ,ウォータークーラー,コインロッ
カー室 , 廊下, 便所 , 身障者用便所 ,ロッ
カー , 湯沸 , 設備機械室 , ＥＶ機械室 ,
風除室 , 倉庫

計 2,115.55

二
　
　
　
階

常 設 展 示 室 836
講座室兼視聴覚室 105 90 席
体 験 学 習 室 82 45 席
資 料 室 109
収 蔵 庫 (2) 47 土器類収蔵
休 憩 室 16

そ の 他 619.08 ホール,廊下,休憩コーナー,便所,倉庫,
物品庫 , ＥＶ機械室

計 1,814.08

三
　
階

収 蔵 庫 (3) 293 民俗資料収蔵, 二層利用ホイスト（2t）
収 蔵 庫 (4) 220 古文書
そ の 他 409.06 ＥＶホール, 廊下, 物品庫 , 設備機械室 , 控室

計 922.06

利 用 案 内

		  開館時間	 午前９時～午後５時
			   （入館は午後４時 30 分まで） 
		  休館日	 月曜日（祝日の場合は開館） 
			   年末年始
		  常設展観覧料	 個人 200 円（団体160円）
			   中学生以下は無料
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2.　基本方針
・‌�歴史・考古・民俗・美術工芸等に関する資料を収集し、それを整理・保管するとともに、一般に展示

公開して利用の便宜をはかる。
・‌�矢作川流域（西三河）を対象に、原始古代より近現代にわたる歴史と文化について展示し、楽しく学

べる博物館とする。
・学校教育との連携を密接にし、児童・生徒に生きた歴史学習の場を提供できる博物館とする。
・安城市及び西三河地域の政治・経済・文化・産業各分野にわたる地方の歴史の調査研究を推進する。
・生涯学習の施設として機能し、地方の歴史を学習する人々が気軽に利用できる開かれた博物館とする。

3.　博物館協議会
（１）委員

会　長　　髙山　忠士
副会長　　加藤　りせ子
委　員　　松永　博司　　荒井　信貴　　市川　とし子　　平岩　政志

（２）活動
	 ５月 21日	 第１回博物館協議会　前年度事業報告・本年度事業計画について
	10 月 31日	 第２回博物館協議会　年度事業報告・下半期事業計画について
	11 月  6 日	 博物館協議会・文化財保護委員会合同研修会
	 2 月  5 日	 第３回博物館協議会　開催済事業報告・来年度事業計画について

4.　利用状況
（１）月別入館者数

月

展示観覧者

行事参加者 文献資料室
利用者 その他 延べ入館者

合計

入館者
大人計 入館者

合計 開館日数 １日平均
有料 無料 計

大人
計

大人
計

大人計
合計 入館者

中学生以下計中学生以下 中学生以下計

4
193

193
911

1,138
1,104

1,331 354 4 569 2,258
1,270

1,726 26 66
227 227 456

5
291

291
1,581

2,807
1,872

3,098 1,274 6 528 4,906
1,836

2,837 28 101
1,226 1,226 1,001

6
184

184
1,458

3,518
1,642

3,702 621 5 365 4,693
1,667

2,951 26 114
2,060 2,060 1,284

7
2,522

2,522
1,601

2,685
4,123

5,207 3,900 29 322 9,458
3,128

4,318 27 160
1,084 1,084 1,190

8
4,331

4,331
3,221

4,551
7,552

8,882 8,751 37 238 17,908
5,399

6,879 28 246
1,330 1,330 1,480

9
1,797

1,797
1,382

2,160
3,179

3,957 2,764 4 367 7,092
2,397

3,221 27 119
778 778 824

10
1,302

1,302
1,128

1,606
2,430

2,908 1,123 9 1,359 5,399
2,197

3,260 28 116
478 478 1,063

11
823

823
817

1,823
1,640

2,646 415 11 405 3,477
1,429

2,431 27 90
1,006 1,006 1,002

12
969

969
891

2,051
1,860

3,020 3,971 15 723 7,729
2,852

4,050 23 176
1,160 1,160 1,198

1
1,293

1,293
1,290

1,497
2,583

2,790 2,614 6 301 5,711
2,345

2,647 24 110
207 207 302

2
214

214
2,402

2,800
2,616

3,014 4,815 15 310 8,154
3,483

4,038 25 162
398 398 555

3
303

303
1,910

2,843
2,213

3,146 5,305 10 578 9,039
3,353

4,442 26 171
933 933 1,089

計
14,222

14,222
18,592

29,479
32,814

43,701 35,907 151 6,065 85,824
31,356

42,800 315 136
10,887 10,887 11,444
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（２）利用形態別入館者数

その他内訳

月 企画展
観覧者

常設展
観覧者 講演会 歴博講座 体験講座 連続講座 入門講座 自主事業 歴博イベント 歴博演芸場 企画展

関連イベント 文献資料室 その他 延べ利用者
合計

4 999 332 0 0 0 27 0 0 89 0 238 4 569 2,258

5 2,134 964 37 0 333 29 0 0 27 0 848 6 528 4,906

6 2,525 1,177 0 16 0 28 0 0 27 0 550 5 365 4,693

7 3,108 2,099 58 0 48 0 0 0 0 0 3794 29 322 9,458

8 5,514 3,368 0 18 30 0 0 181 0 42 8480 37 238 17,908

9 2,134 1,823 56 0 0 0 0 30 39 0 2639 4 367 7,092

10 1,819 1,089 44 0 0 10 0 60 100 193 716 9 1359 5,399

11 1,061 1,585 0 40 32 0 0 38 0 0 305 11 405 3,477

12 1,702 1,318 43 72 12 25 0 0 0 0 3819 15 723 7,729

1 1,604 1,186 32 0 0 19 0 0 0 53 2510 6 301 5,711

2 2,651 363 0 0 21 34 0 40 3586 0 1134 15 310 8,154

3 2,494 652 45 19 0 14 0 13 3306 593 1315 10 578 9,039

計 27,745 15,956 315 165 476 186 0 362 7,174 881 26,348 151 6,065 85,824

	 部屋利用等	 1,905 人	 職場体験	 （延べ）101 人

	 安祥文化のさとまつり	 790 人	

	 博物館実習	 （延べ）18 人	 多目的利用	 3,251 人

	4/13	～	6/30 企画展
『安城の今昔５ はたらく道具たち ― 職人の仕事道具 ―』 70 日間 5,658 人

	7/13	～	 9/8 特別展『ごろごろまるまるネコづくし』 52 日間 10,606 人

	9/28	～	11/10 特別展『国絵図の世界 ― 描かれた江戸時代の三河― 』 40 日間 2,948 人

	11/30	～	1/19 特別展『地震と災難 ― 宝永地震から三河地震まで ― 』 38 日間 3,388 人

	 2/8	～	3/23 企画展『季節を祝う』 39 日間 5,145 人
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（３）博物館日誌

4.2	 多目的利用（4/2 ～ 4/30）	 411
4.2	 歴史博物館クイズラリー①（4/2 ～ 4/12）	 0
4.4	 安城古文書研究会	 5
4.6	 連続講座  村絵図で巡る安城今むかし ①「里村 1」	 14
4.10	 三州古文書会	 13
4.11	 新美南吉に親しむ会	 10
4.11	 丈山苑連絡調整会議	 3
4.13	 安城古文書を読む会	 5
4.13	 楽学古文書会	 9
4.13	 企画展関連イベント「はたらく道具たちクイズラリー
	 『職人の技に挑戦！』」（4/13 ～ 4/30）	 92
4.13	 企画展関連イベント「はたらく道具たちクイズラリー
	 『じんめんにゃんの見どころクイズ』」（4/13 ～ 4/30）	 87
4.13	 企画展関連イベント「はたらく道具たちフォトスポット」（4/13 ～ 4/30）	 40
4.14	 歴博イベント　懐かしの “ 車 ” 写生大会	 89
4.18	 安城古文書研究会	 6
4.20	 連続講座  村絵図で巡る安城今むかし ②「里村 2」	 13
4.20	 企画展関連イベント「ミニ鯉のぼり染め体験」	 19
4.21	 安美展　第１回運営協議会	 19
4.21	 安城考古学談話会	 7
4.23	 見学学習説明会	 22
4.23	 見学　見学学習説明会	 22
4.25	 博物館ボランティア定例会	 23
4.25	 鎧の着付け講習会	 21
4.26	 安城市伝統文化親子教室事業実行委員会	 10
4.27	 安城古文書を読む会	 5
5.1	 多目的利用（5/1 ～ 5/31）	 395
5.1	 企画展関連イベント「はたらく道具たちクイズラリー『職人の技に挑戦！』」（5/1～ 5/31）	 232
5.1	 企画展関連イベント「はたらく道具たちクイズラリー
	 『じんめんにゃんの見どころクイズ』」（5/1 ～ 5/31）	 476
5.1	 企画展関連イベント「はたらく道具たちフォトスポット」（5/1～ 5/31）	 92
5.2	 安城古文書研究会	 5
5.3	 体験講座　鎧の試着会（5/3 ～ 5/5）	 333
5.4	 安城古文書を読む会	 4
5.9	 見学学習　安城市立安祥中学校	 148
5.11	 連続講座　村絵図で巡る安城今むかし ③「尾崎村」	 14
5.14	 職場体験打合せ　安城市立桜井中学校	 4
5.15	 丈山苑連絡調整会議	 3
5.15	 職場体験打合せ　安城市立篠目中学校	 6
5.16	 安城古文書研究会	 5
5.16	 市民ギャラリー運営委員会	 7
5.17	 歴史団体打合せ会	 11
5.18	 記念講演会「江戸時代の職人を読み解く」	 37
5.19	 企画展関連イベント「有松鳴海絞り職人による手ぬぐい染め体験」	 48
5.19	 無料開館デー（常設展 )	 160
5.19	 西尾町内会春祭り「缶バッジを作ろう」	 95
5.19	 西尾町内会春祭りくじ引きガチャ（5/19 ～ 5/31）	 27
5.21	 第１回博物館協議会	 6
5.22	 三州古文書会	 12
5.22	 職場体験打合せ　安城市立明祥中学校	 2
5.22	 職場体験打合せ　安城市立安城南中学校	 2
5.23	 博物館ボランティア定例会	 21
5.24	 史跡本證寺境内整備検討会議	 11
5.24	 職場体験打合せ　豊田市立猿投中学校	 1
5.25	 連続講座  村絵図で巡る安城今むかし ④「上条村」	 15
5.25	 安城古文書を読む会	 5
5.28	 職場体験　安城市立篠目中学校	 7
5.29	 見学学習　安城市立桜井中学校	 256
5.29	 職場体験　安城市立篠目中学校	 7
5.30	 職場体験　安城市立篠目中学校	 7
5.31	 職場体験　安城市立篠目中学校	 7
6.1	 多目的利用（6/1 ～ 6/30）	 233
6.1	 企画展関連イベント「はたらく道具たちクイズラリー
	 『職人の技に挑戦！』」（6/1 ～ 6/30）	 288
6.1	 企画展関連イベント「はたらく道具たちクイズラリー
	 『じんめんにゃんの見どころクイズ』」（6/1 ～ 6/30）	 155
6.1	 企画展関連イベント「はたらく道具たちフォトスポット」（6/1～ 6/30）	 87
6.1	 西尾町内会春祭りくじ引きガチャ（6/1 ～ 6/30）	 2
6.1	 歴博講座「安城の職人と仕事道具」	 16
6.4	 見学学習　安城市立二本木小学校　	 123

6.4	 職場体験　安城市立明祥中学校	 3
6.4	 職場体験　安城市立安城南中学校	 2
6.5	 見学学習　安城市立安城北中学校	 294
6.5	 職場体験　安城市立明祥中学校	 1
6.5	 職場体験　安城市立安城南中学校	 2
6.6	 安城古文書研究会	 7
6.6	 職場体験　安城市立明祥中学校	 1
6.6	 職場体験　安城市立安城南中学校	 2
6.7	 職場体験　安城市立明祥中学校	 3
6.7	 職場体験　安城市立安城南中学校	 2
6.8	 連続講座 村絵図で巡る安城今むかし⑤「桜井村 1」	 12
6.8	 古井ふれあいひろば「缶バッジを作ろう」	 86
6.8	 企画展関連イベント「豆たたみづくり体験」	 20
6.8	 古井ふれあいひろばくじ引きガチャ（6/8 ～ 6/30）	 25
6.11	 丈山苑連絡調整会議	 7
6.11	 職場体験　安城市立桜井中学校	 4
6.12	 見学学習　安城市立桜井小学校	 170
6.12	 職場体験　安城市立桜井中学校	 4
6.12	 職場体験　豊田市立猿投中学校	 1
6.13	 新美南吉に親しむ会	 9
6.13	 職場体験　安城市立桜井中学校	 3
6.13	 職場体験　豊田市立猿投中学校	 1
6.14	 職場体験　安城市立桜井中学校	 3
6.15	 安城古文書を読む会	 5
6.16	 安城考古学談話会	 6
6.16	 第１回文化財保護委員会	 8
6.20	 安城古文書研究会	 5
6.21	 職場体験打合せ　愛知県立知立東高等学校	 1
6.22	 連続講座  村絵図で巡る安城今むかし⑥「桜井村 2」	 16
6.22	 さとのパフォーマー控室	 25
6.25	 見学学習　安城市立安城東部小学校	 99
6.26	 見学学習　安城市立桜林小学校	 102
6.27	 博物館ボランティア定例会	 21
6.28	 見学学習　安城市立錦町小学校	 105
6.29	 安城古文書を読む会	 6
7.2	 多目的利用（7/2 ～ 7/31）	 206
7.2	 見学学習　安城市立安城西部小学校	 99
7.3	 見学学習　安城市立里町小学校	 93
7.4	 安城古文書研究会	 6
7.5	 見学学習　安城市立志貴小学校	 43
7.6	 安城古文書を読む会	 6
7.10	 見学学習　安城市立丈山小学校	 113
7.10	 職場体験打合せ　岡崎市翔南中学校	 3
7.11	 新美南吉に親しむ会	 10
7.12	 見学学習　安城市立祥南小学校	 46
7.13	 記念講演会　「浮世絵の猫ブーム」	 34
7.13	 企画展関連イベント「まるごと猫づくしクイズラリー」（7/13 ～ 7/31）	 330
7.13	 企画展関連イベント
	 「まるごと猫づくしお気に入りのネコ総選挙」（7/13 ～ 7/31）	 1677
7.13	 企画展関連イベント「猫のステンシルで小物づくり体験」（7/13 ～ 7/31）	 220
7.13	 企画展関連イベント「猫の撮影コーナー」（7/13 ～ 7/31）	 453
7.13	 企画展関連イベント「猫のうちわづくり体験」（7/13 ～ 7/31）	 102
7.13	 企画展関連イベント
	 「ごろごろまるまるネコづくしフォトスポット」（7/13 ～ 7/31）	 1012
7.16	 幸田町議会視察	 11
7.17	 丈山苑連絡調整会議	 3
7.18	 安城古文書研究会	 7
7.20	 記念講演会　「ネコはどうして描かれたか」	 24
7.21	 安城考古学談話会	 5
7.24	 三州古文書会	 10
7.25	 博物館ボランティア定例会	 19
7.26	 夏休み自由研究相談会	 15
7.27	 夏休み自由研究相談会	 18
7.27	 安城古文書を読む会	 6
7.27	 特別展「ごろごろまるまるネコづくし」展示解説	 27
7.28	 夏休み自由研究相談会	 15
7.31	 博物館実習	 3
8.1	 多目的利用（8/1 ～ 8/31）	 134
8.1	 企画展関連イベント「まるごと猫づくしクイズラリー」（8/1～ 8/31）	 885
8.1	 企画展関連イベント
	 「まるごと猫づくしお気に入りのネコ総選挙」（8/1～ 8/31）	 3482
8.1	 企画展関連イベント「猫のステンシルで小物づくり体験」（8/1～ 8/31）	 602
8.1	 企画展関連イベント「猫の撮影コーナー」（8/1～ 8/31）	 1050
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8.1	 企画展関連イベント「猫のうちわづくり体験」（8/1～ 8/31）	 261
8.1	 企画展関連イベント
	 「ごろごろまるまるネコづくしフォトスポット」（8/1～ 8/31）	 2200
8.1	 安城古文書研究会	 7
8.1	 博物館実習	 3
8.2	 博物館実習	 3
8.3	 歴博演芸場　落語会 ―ごろごろまるまる猫噺―	 42
8.4	 体験講座　オリジナル風鈴づくり	 30
8.6	 博物館実習	 3
8.7	 博物館実習	 3
8.7	 歴史博物館で和小物づくり体験	 5
8.8	 新美南吉に親しむ会	 7
8.8	 博物館実習	 3
8.9	 丈山苑連絡調整会議	 3
8.10	 本格的な紙甲冑を作ろう！	 8
8.10	 安城古文書を読む会	 6
8.10	 特別展「ごろごろまるまるネコづくし」展示解説	 21
8.12	 猫の回り灯籠づくり	 22
8.13	 歴史博物館で和小物づくり体験	 9
8.17	 歴博講座　「猫のおもちゃ絵」	 18
8.18	 歴史を楽しく学べるカードゲーム「Hi!story（ハイスト）」体験会	 122
8.18	 安城考古学談話会	 3
8.21	 歴史博物館で和小物づくり体験	 7
8.21	 三河万歳出演事前打合せ	 4
8.22	 博物館ボランティア定例会	 19
8.23	 三河万歳出演事前打合せ	 4
8.24	 本格的な紙甲冑を作ろう！	 8
8.24	 安城古文書を読む会	 4
8.28	 三州古文書会	 11
9.1	 多目的利用（9/1 ～ 9/29）	 238
9.1	 企画展関連イベント「まるごと猫づくしクイズラリー」（9/1～ 9/8）	 209
9.1	 企画展関連イベント
	 「まるごと猫づくしお気に入りのネコ総選挙」（9/1～ 9/8）	 1198
9.1	 企画展関連イベント「猫のステンシルで小物づくり体験」（9/1～ 9/8）	 154
9.1	 企画展関連イベント「猫の撮影コーナー」（9/1～ 9/8）	 340
9.1	 企画展関連イベント「猫のうちわづくり体験」（9/1～ 9/8）	 50
9.1	 企画展関連イベント
	 「ごろごろまるまるネコづくしフォトスポット」（9/1～ 9/8）	 637
9.3	 職場体験　岡崎市立翔南中学校	 3
9.4	 職場体験　岡崎市立翔南中学校	 3
9.5	 職場体験　岡崎市立翔南中学校	 3
9.5	 安城古文書研究会	 6
9.6	 見学学習　安城市立桜町小学校	 94
9.7	 本格的な紙甲冑を作ろう！	 8
9.8	 土器ドキ昼ゴハン	 39
9.10	 見学学習　安城市立作野小学校	 100
9.11	 三州古文書会	 12
9.11	 丈山苑連絡調整会議	 3
9.12	 史跡本證寺境内整備検討会議	 12
9.12	 新美南吉に親しむ会	 9
9.13	 見学学習　安城市立今池小学校	 61
9.14	 本格的な紙甲冑を作ろう！	 6
9.14	 安城古文書を読む会	 6
9.14	 楽学古文書会	 10
9.15	 安城考古学談話会	 6
9.19	 安城古文書研究会	 6
9.20	 見学学習　安城市立安城南部小学校	 101
9.21	 本格的な紙甲冑を作ろう！	 8
9.25	 三州古文書会	 10
9.26	 博物館ボランティア定例会	 18
9.28	 企画展関連イベント
	 「クイズで巡る古地図めぐり」（9/28 ～ 9/29）	 6
9.28	 企画展関連イベント「国絵図の世界フォトスポット」（9/28 ～ 9/29）	 13
9.28	 企画展関連イベント「国絵図パズルに挑戦！」（9/28 ～ 9/29）	 32
9.28	 安城古文書を読む会	 5
9.28	 本格的な紙甲冑を作ろう！	 8
9.29	 第２回文化財保護委員会	 17
9.29	 記念講演会　「国絵図から読む江戸時代」	 56
10.1	 多目的利用（10/1 ～ 10/31）	 390
10.1	 企画展関連イベント
	 「クイズで巡る古地図めぐり」（10/1 ～ 10/31）	 67
10.1	 企画展関連イベント
	 「国絵図の世界フォトスポット」（10/1 ～ 10/31）	 182

10.1	 企画展関連イベント「国絵図パズルに挑戦！」（10/1～10/31）	442
10.2	 シルバーカレッジ 28 期	 16
10.3	 安城古文書研究会	 5
10.5	 安祥文化のさとまつり　花押はんこづくり	 48
10.5	 安祥文化のさとまつり　クイズラリー	 172
10.5	 安祥文化のさとまつり　的あて	 179
10.5	 安祥文化のさとまつり　殺陣ショー	 123
10.5	 さとまつり控室	 33
10.6	 歴史を楽しく学べるカードゲーム Hi!story 大会＆体験会	 60
10.6	 安祥文化のさとまつり　花押はんこづくり	 55
10.6	 安祥文化のさとまつり　クイズラリー	 129
10.6	 安祥文化のさとまつり　的あて	 207
10.6	 安祥文化のさとまつり　和太鼓競演	 70
10.6	 さとまつり控室	 10
10.9	 三州古文書会	 13
10.10	 新美南吉に親しむ会	 12
10.11	 丈山苑連絡調整会議	 6
10.12	 記念講演会　「元禄三河国境縁絵図と元禄日本図」	 44
10.12	 楽学古文書会	 12
10.14	 安城古代体感デー 考古学なぞとき
	 「マイブンクエスト―太陽の精 白いカラスをさがせ―」	 22
10.14	 安城古代体感デー 火おこし体験	 26
10.14	 安城古代体感デー カラー勾玉づくり体験	 24
10.14	 安城古代体感デー
	 缶バッジづくり体験・オーブン陶土で埴輪づくり体験	 28
10.17	 安城古文書研究会	 6
10.19	 安美展審査会	 24
10.19	 連続講座 中京大学連携講座 ①
	 「東海地域と顕密仏教 ―三宝院流の展開を中心に―」	 10
10.23	 三州古文書会	 12
10.24	 博物館ボランティア定例会	 20
10.26	 安城古文書を読む会	 5
10.26	 企画展関連イベント
	 「展示担当学芸員に教わる国絵図測量体験」	 5
10.27	 企画展関連イベント「安祥城址公園フォトウォークラリー」	 20
10.30	 見学学習　安城市立新田小学校	 61
10.31	 第２回博物館協議会	 5
11.1	 多目的利用（11/1 ～ 11/30）	 284
11.1	 企画展関連イベント「クイズで巡る古地図めぐり」（11/1～11/10）	 36
11.1	 企画展関連イベント「国絵図の世界フォトスポット」（11/1～11/10）	 100
11.1	 企画展関連イベント「国絵図パズルに挑戦！」（11/1～11/10）	 137
11.1	 見学学習　安城市立三河安城小学校	 118
11.2	 体験講座　昔の遊び体験	 32
11.3	 企画展関連イベント「展示担当学芸員に教わる国絵図測量体験」	 12
11.5	 見学学習　安城市立梨の里小学校	 96
11.7	 安城古文書研究会	 8
11.9	 歴博講座　「新収蔵！三河国絵図を深掘りする」	 40
11.9	 稲沢文化財愛護少年団	 12
11.12	 見学学習　安城市立安城北部小学校	 133
11.13	 三州古文書会	 10
11.13	 丈山苑連絡調整会議	 2
11.14	 新美南吉に親しむ会	 8
11.15	 見学学習　安城市立明和小学校	 73
11.15	 職場体験打合せ　安城市立安祥中学校	 3
11.16	 安城古文書を読む会	 5
11.21	 安城古文書研究会	 7
11.21	 市民ギャラリー運営委員会	 6
11.22	 県民の日学校ホリデー（常設展）	 87
11.22	 歴史を楽しく学べるカードゲーム「Hi!story（ハイスト）」体験会	 38
11.23	 安城古文書を読む会	 7
11.26	 職場体験　安城市立安祥中学校	 3
11.27	 見学学習　安城市立安城西中学校	 258
11.27	 職場体験　安城市立安祥中学校	 3
11.28	 職場体験　安城市立安祥中学校	 3
11.30	 マルシェ控室	 44
11.30	 企画展関連イベント「地震と災難クイズラリー」	 5
11.30	 企画展関連イベント「地震と災難フォトスポット」	 15
12.1	 多目的利用（12/1 ～ 12/27）	 214
12.1	 企画展関連イベント「地震と災難クイズラリー」（12/1～12/27）	 70
12.1	 企画展関連イベント「地震と災難フォトスポット」（12/1～12/27）	 249
12.1	 1 日子ども学芸員体験①勉強会	 6
12.3	 企画展関連イベント「地震と災難防災グッズ展示」（12/3 ～12/27）	 2526
12.4	 見学学習　安城市立安城中部小学校	 111



― 24 ―

12.5	 安城古文書研究会	 6
12.5	 福よせ雛制作ボランティア	 4
12.6	 見学学習　安城市立高棚小学校	 46
12.7	 安祥公民館・安祥福祉センターまつり、
	 歴史博物館合同スタンプラリー	 217
12.7	 企画展関連イベント 防災体験デー「みんなでまなぼうさい」	 956
12.8	 歴博講座　「史料からみる三河地震」	 72
12.8	 安祥公民館・安祥福祉センターまつり、歴史博物館合同スタンプラリー	 182
12.10	 見学学習　安城市立東山中学校	 253
12.11	 見学学習　安城市立明祥中学校	 147
12.11	 丈山苑連絡調整会議	 6
12.12	 全国公立埋蔵文化財センター連絡協議会 東海・北陸ブロック会議	 9
12.12	 新美南吉に親しむ会	 10
12.13	 福よせ雛制作ボランティア	 7
12.14	 記念講演会「安政東南海地震に学ぶ
	 ― 地震・津波被害の実態理解を通じて―」	 43
12.14	 1 日子ども学芸員体験②学芸員体験	 6
12.14	 1 日子ども学芸員体験　常設展ガイド参加人数	 46
12.14	 安城古文書を読む会	 6
12.15	 企画展関連イベント「災害時に役立つ防災クッキング」	 18
12.15	 安美展　第３回運営協議会	 11
12.18	 福よせ雛制作ボランティア	 6
12.19	 博物館ボランティア定例会	 20
12.19	 安城古文書研究会	 7
12.21	 連続講座　中京大学連携講座②
	 「近世における「王権」争奪戦 ―将軍と天皇のページェント― 」	 25
12.21	 安城古文書を読む会	 7
12.25	 三州古文書会	 11
1.5	 多目的利用（1/5 ～ 1/31）	 181
1.5	 企画展関連イベント「地震と災難クイズラリー」（1/5 ～1/19）	 99
1.5	 企画展関連イベント「地震と災難フォトスポット」（1/5 ～1/19）	 296
1.5	 企画展関連イベント「地震と災難防災グッズ展示」（1/5 ～1/19）	 2092
1.5	 歴博演芸場「三河万歳 『新春招福の初舞』」	 53
1.8	 三州古文書会	 12
1.9	 新美南吉に親しむ会	 10
1.10	 丈山苑連絡調整会議	 2
1.11	 安城古文書を読む会	 7
1.11	 楽学古文書会	 10
1.13	 企画展関連イベント
	 講話「能登半島地震における自衛隊の災害救助活動について」	 23
1.16	 安城古文書研究会	 5
1.16	 職場体験　愛知県立安城高等学校	 1
1.17	 安城市教育研究会社会科部会	 30
1.18	 記念講演会「移住者たちの関東大震災
	 ―被災地・横浜と郷里との関係を中心に―」	 32
1.19	 安城考古学談話会	 8
1.22	 三州古文書会	 10
1.23	 博物館ボランティア定例会	 18
1.25	 連続講座　中京大学連携講座③
	 「大名庭園の世界 ―殿様の「御庭」に集う人びと―」	 19
1.25	 安城古文書を読む会	 7
2.1	 多目的利用（2/1 ～ 2/28）	 175
2.5	 第３回博物館協議会	 14
2.6	 安城古文書研究会	 5
2.7	 史跡本證寺境内整備検討会議	 16
2.8	 安城古文書を読む会	 5
2.8	 歴博福よせ雛（2/8 ～ 2/28）	 3586
2.8	 企画展関連イベント
	 「折り紙で作ろう！節句のかわいい飾り」（2/8 ～ 2/28）	 372
2.8	 企画展関連イベント「季節を祝うフォトスポット」（2/8 ～ 2/28）	 481
2.8	 企画展関連イベント「なるほど節句クイズラリー」（2/8 ～ 2/28）	 276
2.12	 三州古文書会	 11
2.12	 丈山苑連絡調整会議	 2
2.15	 企画展関連イベント「ひなまつりインテリアパネルづくり」	 5
2.16	 連続講座　中京大学連携講座④
	 「家康の手紙 ―その真贋を見極める―」	 34
2.19	 見学学習推進協議会	 5
2.20	 安城古文書研究会	 7
2.22	 安城古文書を読む会	 5
2.22	 歴史を楽しく学べるカードゲーム
	 「Hi!story（ハイスト）体験会＆自由対戦会」	 40
2.23	 スライドトーク
	 「丸山今朝三展～永遠なる自然との対峙～作品を振り返る」	 33

2.25	 体験講座「和菓子職人に教わる桃の節句の和菓子づくり」	 21
2.26	 三州古文書会	 11
2.27	 博物館ボランティア定例会	 21
3.1	 多目的利用（3/1 ～ 3/30）	 390
3.1	 歴博福よせ雛（3/1 ～ 3/23）	 3306
3.1	 企画展関連イベント
	 「折り紙で作ろう！節句のかわいい飾り」（3/1～ 3/23）	 537
3.1	 企画展関連イベント「季節を祝うフォトスポット」（3/1～ 3/23）	 483
3.1	 企画展関連イベント「なるほど節句クイズラリー」（3/1～ 3/23）	 295
3.1	 歴博講座　「節句の変遷」	 19
3.6	 安城古文書研究会	 6
3.8	 第３回文化財保護委員会	 9
3.8	 安城古文書を読む会	 6
3.8	 楽学古文書会	 9
3.12	 三州古文書会	 11
3.12	 丈山苑連絡調整会議	 4
3.13	 愛史協三河地区協議会	 15
3.15	 連続講座　中京大学連携講座⑤
	 「笑いのなかの明治ー風刺雑誌『団団珍聞』を中心にー」	 14
3.15	 安城古文書を読む会	 7
3.16	 記念講演会「平安文学から読み解く年中行事
	 ～枕草子・源氏物語を中心に～」	 45
3.16	 安城考古学談話会	 8
3.18	 歴史博物館で和小物づくり体験	 13
3.18	 見学学習　安城市立安城南部小学校	 120
3.19	 文化振興課計画公募委員面接	 5
3.20	 安城古文書研究会	 6
3.21	 見学学習　安城市立安城南部小学校	 62
3.22	 歴博演芸場　―和モノフェス 和太鼓演奏 ―	 165
3.22	 歴博演芸場
	 ―和モノフェス べんてんや ちんどんショー ―	 163
3.22	 歴博演芸場
	 ―和モノフェス 太田明紗日 三味線コンサート―	 75
3.22	 歴博演芸場　―和モノフェス　雅楽演奏 ―	 71
3.22	 歴博演芸場
	 ― 和モノフェス「徳川忍者伝説～闇の関ケ原～」＆殺陣ショウ！―	 119
3.22	 和モノフェス控室	 48
3.23	 「名作が身近になる鑑賞のコツ～新古典主義から印象派まで～」	 25
3.26	 三州古文書会	 10
3.27	 博物館ボランティア定例会	 19
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5.　展示活動
（１）常設展

１ 大地から歴史を読む

①日本列島へ渡ってきたものたち
②東海地方、そして
③西三河の人びとと、その足跡

２ 山と海の幸に生きる
（安城の原始）

①ヤリから弓矢へ
②照葉樹林のめぐみ
③安城市域の縄文遺跡
④御用地遺跡・堀内貝塚
⑤縄文人のこころ
⑥エクステンションパネル

８ 日本デンマークの時代
（安城の近代）

①田所にあいなりがたく…
②都築弥厚の水路計画
③明治用水の完成
④日本デンマークへの道
⑤改良された農具　

９ 町から都市へ

①安城の明治・大正・昭和
②ゆかりの人物
③町のくらし
④エクステンションパネル

１０ ふるさと・安城

①空から見た安城
②明治航空基地
③安城歴史クイズ

３ 西からの風
（安城の古代）

①顔のメッセージ
②稲作のひろがり
③弥生のムラのくらし
④巨大な墓の出現
⑤律令制下の碧海郡
⑥絵にみる荘園
⑦エクステンションパネル

４ 東からの風
（安城の中世）

①東国と西国のさかい・三河
②三河真宗の文化
③三河一向一揆
④安祥城と松平氏の発展
⑤エクステンションパネル

５ 百姓の世界
（安城の近世）

①海ぞいの道
②川の道
③村のしくみ
④農家のくらし
⑤農家のしごと

６ 村の文化

①文人 丈山の世界
②俳諧・狂俳の世界

７ くらしのなかの祭りと芸能

①花の撓
とう

②新春　三河万歳
③三河煙火
④村の文化　棒の手・馬の塔
⑤エクステンションパネル

 ５月１８日	 ６村の文化①文人丈山の世界
 ８月 ８日	 博物館実習生による展示替え　４東からの風（安城の中世）②三河真宗の文化
10月 11日	 ９町から都市へ　②ゆかりの人物

●常設展示室の展示替え
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（２）特別展・企画展

 企画展	 「安城の今昔5　はたらく道具たち－職人の仕事道具－」
令和6 年４月13日（土）～６月30日（日）	 実開館日：70 日
			   観覧者数：5,658 人

当館所蔵の民具を紹介する「安城の今昔」シリーズの５回目として、「職人の道具」をテーマに展示を行った。
ただし本展における職人は伝統工芸などの特別な地場産業に携わる職人ではなく、安城の周辺にいて人々に
とって身近な存在であった職人たちとした。なお現在は職人というと専業の印象が強いが、本展で紹介した
職人は専業・兼業にこだわらず選定した。

展示は３章構成とし、第１章「職人の仕事と道具」では建築等に関わる職人（大工、杣・屋根屋・左官、建具屋、
宮大工）および生業に関わる職人（鍛冶屋、筌職人）を紹介した。続く第２章「生活道具と職人」では人々の生
活に密接に関わっていた職人（桶職人、靴職人、和菓子屋）、第３章では「安城市内の地場産業と職人」として和
泉そうめん、三河花火の職人を取り上げた。全体で合計13 の職人に関する道具等 225点を展示することができた。

昔の暮らしや道具を紹介する展示は当館でも開催例があり、他館でも盛んに開催されている。しかし今回は
切り口を「職人の道具」としたことで、近隣館における開催例と差別化を図ることができ、観覧者の関心を引くこ
とができた。また安城で仕事をしていた職人について、その一端を紹介することができた。特に小学校の見学学
習で本展を観覧した児童の中には地場産業について知らない児童も多く見られたため、今回の展示で改めて安城
の職人および地場産業について知ってもらう機会を提供することができたのは大きな意義があったと考えられる。

観 覧 料	 無　料

期間中の催し物

記念講演会
	 ・５月 18 日（土）
	 　「江戸時代の職人を読み解く」
	 　講師：中部大学教授　篠宮雄二氏

歴博講座
	 ・６月１日（土）
	 　「安城の職人と仕事道具」
	 　講師：本館学芸員　千田佑香

展示解説
　・４月 21 日（日）、６月 15 日（土）

展示室入口 展示室内第３章部分
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 特別展	 「ごろごろまるまるネコづくし」
令和6 年７月13日（土）～９月８日（日）	 実開館日：52 日
			   観覧者数：10,606 人

人間の身近なパートナーとして犬と猫はよく知られているが、なかでも美術や文学に表現されるの
は圧倒的に猫が多い。気まぐれで複雑で非合理的で、ときにとびきり甘えん坊な美しい動物は今も
昔も人々を惹きつけた。

日本では猫は『源⽒物語』にみられるように宮中で寵愛され、近世になると肉筆画や浮世絵の題
材として数多く登場するようになった。大の猫好きで知られる浮世絵師歌川国芳の周りには常に猫が
おり、猫を描いた作品が多くみられる。

本展覧会では、猫の浮世絵を中心に、猫の生態や人と猫との関係に着目し、単に「かわいい」だ
けではない猫の奥深い魅力を紹介した。

観 覧 料	 700 円　中学生以下無料

期間中の催し物

記念講演会
	 ・７月 13 日（土）
	 　「浮世絵の猫ブーム」
	 　講師：国際浮世絵学会常任理事　稲垣進一氏

	 ・７月 20 日（土）
	 　「ネコはどうして描かれたか」
	 　講師：福島県立美術館副主任学芸員　月本寿彦氏

歴博講座
	 ・８月 17 日（土）
	 　「猫のおもちゃ絵」
	 　講師：本館学芸員　野上真由美

展示解説
　・７月 27 日（土）、８月10 日（土）

展示室入口 展示室内
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 特別展	 「国絵図の世界 ―描かれた江戸時代の三河―」
令和6 年９月28日（土）～11月10日（日）	 実開館日：40日
	 	 	 観覧者数：2,948人

今回の展示では、江戸幕府の国絵図作成の流れを説明した後、三河国絵図の内容を深める構成とした。
三河国絵図に焦点を当てた展示は、他館も含め初めてであり、江戸時代の国絵図の歴史や役割も含

めて、三河国絵図について観覧者に見識を広めることができた。また、国絵図作成過程が分かる地域
の資料（「上吉田村有文書」や「月瀬村文書」の一部）まで知られている例は他の都道府県でも少なく、
今回その掘り起こしをすることができた。

観 覧 料	 500 円　中学生以下無料

期間中の催し物

記念講演会
	 ・９月 29 日（日）
　　「国絵図から読む江戸時代」
　　講師：京都府立大学准教授　上杉和央氏

	 ・10 月 12 日（土）
　　「元禄三河国境縁絵図と元禄日本図」
　　講師：名古屋城調査研究センター　種田祐司氏

歴博講座
	 ・11 月９日（土）
　　「新収蔵！三河国絵図を深掘りする」
　　講師：本館学芸員　後藤麻里絵

展示解説
　・１０月５日（土）、２０日（日）、２６日（土）
　　１１月３日（日）
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 特別展	 「地震と災難－宝永地震から三河地震まで－」
令和6 年 11月30日（土）～令和7年１月19日（日）	 実開館日：38日
	 	 	 観覧者数：3,388人

本展では、江戸中期に発生した宝永地震から戦時中に発生した三河地震までの様 な々地域の地震被害を
対象に展示を行った。また、地震発生後の二次被害や復興に向けての動きなども歴史資料を用いて紹介した。

展示は３章構成とし、第１章「地震への意識と記録」では、江戸中期の地震を紹介し、第２章「幕末
を揺さぶる地震」では嘉永・安政年間に頻発した巨大地震を紹介した。第３章「変化する社会と震災」
では明治・大正・昭和期それぞれの象徴的な地震を取り上げた。

今回の展示では時代ごとに様々な地域の被害を比較することができ、地震被害の広域性や遠隔地の
情報伝達、支援の状況などを概観することができた。

観 覧 料	 ５００円　中学生以下無料

期間中の催し物

記念講演会
	 ・12 月 14 日（土）　
	  「安政東南海地震に学ぶ―地震・津波被害の実態理解を通じて―」
	  講師：東京都立大学教授　谷口央氏

	 ・１月 18 日（土）
	  「移住者たちの関東大震災―被災地・横浜と郷里との関係を中心に―」
	  講師：横浜都市発展記念館主任調査研究員 吉田律人氏

歴博講座
	 ・12 月８日（日）
	  「史料からみる三河地震」
	  講師：本館学芸員　本部はる香

展示解説
	 ・12 月 24 日（火）、１月 13 日（月・祝）
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 企画展	 「季節を祝う」
令和７年２月８日（土）～３月23日（日）	 実開館日：39日
	 	 	 観覧者数：5,145人

本展は博物館の収蔵資料を紹介する収蔵品展として、「節句」をテーマに展示を行った。展示タ
イトルは、節句が季節の節目となる日であり、季節の移り変わりを祝う行事が行われてきた日でもあ
ることから「季節を祝う」とした。

本展で節句を取り上げるにあたり、江戸時代に幕府によって定められた「五節供」（人日・上巳・端午・
七夕・重陽）を切り口とした。このことによって、観覧者にとっても身近な上巳や端午を取り上げつつ、
三河に特徴的な七夕の習俗についても触れることができた。

展示は二章構成であり、第一章「季節と節句」では季節と暦の関係を簡単に紹介し、第二章「季
節を祝う」で五つの節句を取り上げた。また各節句では土人形の雛飾りや七夕の額飾り、正月の三
河万歳など、三河にゆかりの深い習俗や習慣についても紹介した。

本展では本館蔵の雛飾りや五月飾りなどの民具、典籍や浮世絵、掛軸などから合計 102 点の資料
をもとに、季節を祝う行事が現代にいたるまでどのように受け継がれてきたのかを紹介することができ
た。馴染みの薄くなった節句はもちろん、上巳や端午、七夕などを含めて改めて節句の歴史や文化に
触れてもらう機会を提供することができた。特に福よせ雛の開催時期とも重なり、展示テーマも親和
性があったため、福よせ雛のリピーターをはじめとした多くの来館者に観覧いただけた展示となった。

観 覧 料	 無　料

期間中の催し物

記念講演会
	 ・３月 16 日（日）
　　「平安文学から読み解く年中行事～枕草子・源氏物語を中心に～」
　　講師：中京大学教授　勝亦志織氏

歴博講座
	 ・３月１日（土）
　　「節句の変遷」
　　講師：本館学芸員　千田佑香

展示解説
　・２月 11 日（火・祝）、３月８日（土）

展示室入口 展示室内第２章部分
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6.　教育普及活動
（１）講演会・講座

・展覧会記念講演会　
　会場：講座室　午後２時　聴講無料

開催日 演　題 講　師 人数

５月18日 江戸時代の職人を読み解く 篠宮雄二氏
（中部大学教授） 37

７月13日 浮世絵の猫ブーム 稲垣進一氏
（国際浮世絵学会常任理事） 34

７月20日 ネコはどうして描かれたか 月本寿彦氏
（福島県立美術館副主任学芸員） 24

９月29日 国絵図から読む江戸時代 上杉和央氏
（京都府立大学准教授） 56

10月12日 元禄三河国境縁絵図と元禄日本図 種田祐司氏
（名古屋城調査研究センター） 44

12月14日 安政東南海地震に学ぶ
－地震・津波被害の実態理解を通じて－

谷口 央氏
（東京都立大学教授） 43

1月18日 移住者たちの関東大震災
－被災地・横浜と郷里との関係を中心に－

吉田律人氏
（横浜都市発展記念館主任調査研究員） 32

３月16日 平安文学から読み解く年中行事
～枕草子・源氏物語を中心に～

勝亦志織氏
（中京大学教授） 45

合　計 315

開催日 演　題 講　師 人数

11月２日 家康は国替なさるべきにおひては関東に替へ給へ
－家康三河最後の一年－

コーディネーター：
山田邦明氏（愛知大学教授）
パネリスト：
山下智也氏

（刈谷市歴史博物館学芸員）
佐藤貴浩氏

（足立区地域文化課文化財係学芸員）
谷口央氏（東京都立大学教授）

（127）

合　計 （127）

・第14回松平シンポジウム
　会場：アンフォーレホール　午後１時　資料代 100 円

開催日 演　題 講　師 人数

６月１日 安城の職人と仕事道具 千田佑香（本館学芸員） 16  

８月17日 猫のおもちゃ絵 野上真由美（本館学芸員） 18

11月９日 新収蔵！三河国絵図を深掘りする 後藤麻里絵（本館学芸員） 40  

12月８日 史料から見る三河地震 本部はる香（本館学芸員） 72

３月１日 節句の変遷 千田佑香（本館学芸員） 19

合　計 165

・歴博講座
　会場：講座室　午後２時　聴講無料
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・入門講座
①「知って、楽しい！やさしい安城の歴史」
　会場：講座室　午前 10 時　資料代 500 円（常設展観覧料含む）

開催日 演　題 講　師 人数

12月15日 大昔の安城の様子

小田　健二（本館館長）

中止

1月12日 浄土真宗の広まりと松平家の活躍 中止

2月15日 石川丈山と明治用水の完成 中止

3月23日 日本デンマークとその後の安城の発展 中止

合　計 －

②「安城歴博・中京大学連携講座」
　会場：講座室　午後２時　資料代 200 円（各回）

・連続講座
①「村絵図で巡る安城今むかし」
　会場：講座室　午後１時 30 分　資料代 1,500 円

開催日 演　題 講　師 人数

4月6日 里村１

髙山忠士氏（本館元館長）

14

4月20日 里村２ 13

5月11日 尾崎村 14

5月25日 上条村 15

6月8日 桜井村 1 12

6月22日 桜井村 2 16

①　小　計 84

開催日 演　題 講　師 人数

10月19日 東海地域と顕密仏教
－三宝院流の展開を中心に－ 小池勝也氏（歴史文化学科准教授） 10

12月21日 近世における「王権」争奪戦
－将軍と天皇のページェント－ 小川和也氏（歴史文化学科教授） 25

１月25日 大名庭園の世界
－殿様の「御庭」に集う人びと－ 白根孝胤氏（歴史文化学科教授） 19

２月16日 家康の手紙 －その真贋を見極める－ 馬部隆弘氏（歴史文化学科教授） 34

３月23日 笑いのなかの明治
－風刺雑誌『団団珍聞』を中心に－ 中元崇智氏（歴史文化学科教授） 14

②　小　計 102

合　計　① ② 186
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（２）体験講座等

開催日 事業名 講師・担当 人数

５月３日~５月５日 鎧の試着会 指定管理者、博物館ボランティア 333

７月26日～７月28日 夏休み自由研究相談会 文化振興課職員 48

８月４日 オリジナル風鈴づくり 指定管理者 30

11月2日 昔の遊び体験 指定管理者 32

12月1日 1 日子ども学芸員体験会
①勉強会

指定管理者、後藤麻里絵（本館学芸員）
協力：安城学園高校 学び探求部 6

12月14日 1 日子ども学芸員体験会
②学芸員体験

指定管理者、後藤麻里絵（本館学芸員）
協力：安城学園高校 学び探求部 6

２月25日 和菓子職人に教わる桃の節句の和菓子づくり 清水崇司氏（両口屋菓匠三代目） 21

合　計 476

（３）歴博演芸場
会場：講座室、石舞台　鑑賞無料

開催日 事業名 出演者 人数

８月３日 落語会 - ごろごろまるまる猫噺 - お好味家喜楽氏
（前座：永頃亭夢雀氏） 42

８月31日 ナイトミュージアム「和太鼓演奏」 三州輪っ鼓、安祥太鼓 台風の為
中止

９月１日 ナイトミュージアム「べんてんやちんどんショー」 名古屋のちんどん べんてんや 台風の為
中止

10月５日 安祥文化のさとまつり「殺陣ショー」

協力：座☆風流堂主宰 楠見彰
太郎氏 暮らしの学校安城アン
フォーレ校・岡崎校、座☆風流
堂 岡崎演劇塾、知立カルチャー
センター

123

10月６日 安祥文化のさとまつり「和太鼓競演」 安城太鼓会ほだら　ほか 70

１月５日 三河万歳「新春招福の初舞」 安城の三河万歳保存会 53

３月22日 和モノフェス
「徳川忍者伝説～闇の関ケ原～」＆殺陣ショウ！

演出：楠見彰太郎氏
脚本：原霞外氏
出演：暮らしの学校安城アン
フォーレ校・岡崎校、座☆風流
堂岡崎演劇塾、知立カルチャー
センター、貫太郎太鼓

119

3月22日 和モノフェス　べんてんやちんどんショー 名古屋のちんどん　べんてんや 163

3月22日 和モノフェス　和太鼓演奏 安祥太鼓・三州輪っ鼓 165

3月22日 和モノフェス　太田明紗日　三味線コンサート 太田明紗日 75

3月22日 和モノフェス　雅楽演奏 参州雅楽社中 71

合　計 881
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（４）企画展・特別展関連イベント

開催日 事業名 関連展示 実施日 人数

４月13日～６月30日 はたらく道具たちクイズラリー
「じんめんにゃんの見どころクイズ」

企画展
「はたらく道具たち」 70 日間 718

４月13日～６月30日 はたらく道具たちクイズラリー
「職人の技に挑戦！」 同上 同上 612

４月13日～６月30日 はたらく道具たちフォトスポット 同上 同上 219
４月20日 ミニ鯉のぼり染め体験 同上 1 日間 19
５月19日 有松鳴海絞り職人による手ぬぐい染め体験 同上 1 日間 48
６月８日 豆たたみづくり体験 同上 1 日間 20

７月13日～９月８日 猫のステンシルで小物づくり体験 特別展
「ごろごろまるまるネコづくし」 52 日間 976

７月13日～９月８日 猫のうちわづくり体験 同上 同上 413
７月13日～９月８日 まるごと猫づくしクイズラリー 同上 同上 1,424
７月13日～９月８日 ごろごろまるまるネコづくしフォトスポット 同上 同上 3,849
７月13日～９月８日 ネコづくしお気に入りの猫総選挙 同上 同上 6,357
７月13日～９月８日 猫の撮影コーナー 同上 同上 1,843

８月30日 ナイトミュージアム
「ごろごろまるまるネコづくし」夜間展示解説 同上 1 日間 中止

９月28日～11月10日 クイズで巡る古地図めぐり 特別展
「国絵図の世界」 40 日間 109

９月28日～11月10日 国絵図の世界フォトスポット 同上 同上 295
９月28日～11月10日 国絵図パズルに挑戦！ 同上 同上 611

10月26日 展示担当学芸員に教わる国絵図測量体験 同上 1 日間 5
10月27日 安祥城址公園フォトウォークラリー 同上 1 日間 20
11月３日 展示担当学芸員に教わる国絵図測量体験 同上 1 日間 12

11月30日～１月19日 地震と災難クイズラリー 特別展
「地震と災難」 38 日間 174

11月30日～１月19日 地震と災難フォトスポット 同上 同上 560
12月３日～１月19日 地震と災難防災グッズ展示 同上 36 日間 4,618

12月7日

防災体験デー「みんなでまなぼうさい」 同上 1 日間 956
防災体験デー「災害対策車両展示」 同上 同上 (111)
防災体験デー「消防車両展示」 同上 同上 (119)
防災体験デー「けむり体験」 同上 同上 (65)
防災体験デー「こども消防服を着て写真を撮ろう！」 同上 同上 (69)
防災体験デー「防災ゲーム体験」 同上 同上 (109)
防災体験デー「浸水 AR 体験」 同上 同上 (137)
防災体験デー「味噌ボールの味噌汁を飲んでみよう！」 同上 同上 (150)
防災体験デー「ワークショップ 消防アクリルキーホルダーを作ろう！」 同上 同上 (14)
防災体験デー「アルファ米を GET スタンプラリー」 同上 同上 (182)

12月15日 災害時に役立つ防災クッキング 同上 1 日間 18
1月13日 講和「能登半島地震における自衛隊の災害救助活動について」 同上 1 日間 23

２月８日～３月23日 なるほど節句クイズラリー 企画展
「季節を祝う」 38 日間 571

２月８日～３月23日 折り紙で作ろう! 節句のかわいい飾り 同上 同上 909
２月８日～３月23日 季節を祝うフォトスポット 同上 同上 964

２月15日 ひなまつりインテリアパネルづくり 同上 1 日間 5

合　計 26,348
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（５）歴博イベント

（６）指定管理　自主事業

開催日 事業名 人数
４月２日～４月12日 歴史博物館クイズラリー 0

４月14日 懐かしの “ 車 ” 写生大会 89

５月19日～６月30日 西尾町内会春祭り くじ引きガチャ 29

６月８日～６月30日 古井ふれあいひろば くじ引きガチャ 25

８月31日～９月1日 ナイトミュージアム「博物館ナイトツアー」 台風の為中止

９月１日 ナイトミュージアム「土器ドキ晩ゴハン」 台風の為延期

９月８日に延期 「土器ドキ昼ゴハン」 39

８月30日～８月31日 ナイトミュージアム「マイブンクエスト」 中止

10月14日

安城古代体感デー 100
安城古代体感デー

「考古学なぞとき『マイブンクエスト ―太陽の精 白いカラスをさがせ ―』」 (22)

安城古代体感デー「火おこし体験」 (26)

安城古代体感デー「カラー勾玉づくり体験」 (24)
安城古代体感デー

「缶バッジづくり体験・オーブン陶土ではにわづくり体験」 (28)

２月８日～３月23日 歴博福よせ雛 6,892

合　計 7,174

開催日 演　題 講　師 参加人数

８月７日
歴史博物館で和小物づくり体験

「重ね刷りでうちわを作ろう」
「手作り灯籠を作ろう」

指定管理者 5

８月10日
８月24日
９月７日
９月14日
９月21日
９月28日

本格的な紙甲冑を作ろう！ 指定管理者 46

８月12日 猫の回り灯籠づくり 指定管理者 22

８月13日 歴史博物館で和小物づくり体験
「和柄のしおりを作ろう」 指定管理者 9

８月18日 歴史を楽しく学べるカードゲーム
「Hi!story（ハイスト）」体験会

監修：株式会社 Highsto
協力：伊與田塾 122

８月21日 歴史博物館で和小物づくり体験
「和柄のしおりを作ろう」 指定管理者 7

10月６日 歴史を楽しく学べるカードゲーム
Hi!story 大会＆体験会 監修：株式会社 Highsto 60

11月22日 歴史を楽しく学べるカードゲーム
Hi!story 体験会 監修：株式会社 Highsto 38

２月22日 歴史を楽しく学べるカードゲーム
Hi!story 体験会＆自由対戦会 監修：株式会社 Highsto 40

３月18日 歴史博物館で和小物づくり体験
「折り紙で遊ぼう！しおり人形づくり」 指定管理者 13

合　計 362
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（８）見学学習実施状況（学校・学年・人数）
ア　市内小学６年生（企画・特別展、常設展、埋文セ）見学　

月　日 曜 学　校　名 学年 人　数 月　日 曜 学　校　名 学年 人　数
６ 4 火 二 本 木 小 ６ 117 9 10 火 作 野 小 6 96
６ 12 水 桜 井 小 ６ 163 9 13 金 今 池 小 6 58
６ 25 火 安 城 東 部 小 ６ 95 9 20 金 安 城 南 部 小 6 57
６ 26 水 桜 林 小 ６ 98 10 30 水 新 田 小 ６ 58
６ 28 金 錦 町 小 ６ 100 11 1 金 三 河 安 城 小 6 113
７ 2 火 安 城 西 部 小 ６ 95 11 5 火 梨 の 里 小 6 91
７ 3 水 里 町 小 ６ 89 11 12 火 安 城 北 部 小 6 128
７ 5 金 志 貴 小 ６ 41 11 15 金 明 和 小 6 70
７ 10 水 丈 山 小 ６ 109 12 4 水 安 城 中 部 小 6 107
７ 12 金 祥 南 小 ６ 43 12 6 金 高 棚 小 6 44
９ 6 金 桜 町 小 ６ 89

小学生児童数　　計 1,861 人
R5 実績：1,780 人、R4 実績：1,853 人

月　日 曜 学　校　名 学年 人　数 月　日 曜 学　校　名 学年 人　数
5 9 木 安 祥 中 2 139 11 27 水 安 城 西 中 2 249
5 29 水 桜 井 中 2 243 12 10 火 東 山 中 2 243
6 5 水 安 城 北 中 2 278 12 11 水 明 祥 中 2 141

生徒数　　計　1,293 人
R5 実績：1,281 人、R4 実績：1,076 人

月　日 曜 学　校　名 学年 人　数
な し

生徒数　　計　0 人
R5 実績：0 人、R4 実績：145 人

イ　市内中学２年生（企画・特別展、常設展、埋文セ）見学

ウ　市外小中学校（児童生徒）（企画・特別展、常設展、埋文セ）見学

（７）刊行物
ア	 特別展・企画展図録（パンフレット）
	 企画展「はたらく道具たち－職人の仕事道具－」		  Ａ 4	 8 頁	 1,600 部
	 特別展「国絵図の世界－描かれた江戸時代の三河－」		  Ａ 4	 88 頁	 800 部
	 特別展「地震と災難－宝永地震から三河地震まで－」		  Ａ 4	 88 頁	 800 部
	 企画展「季節を祝う」		  Ａ 4	 8 頁	 1,600 部
イ	 安城歴史研究　第 50 号		  Ａ 5	 120 頁	 250 部
ウ	 安城市歴史博物館研究紀要　第 28 号		  Ｂ 5	 74 頁	 400 部
エ	 年報　第 33 号		  Ａ 4	 68 頁	 350 部
オ	「れきしみち」	 各	 Ａ 4	 ８頁	 2,500 部
	 № 133　７月号、№ 134　10 月号、№ 135　１月号、№ 136　４月号
カ	 催し物案内
	 2024 年度下半期　10 月～ 3 月				    88,050 部
	 2025 年度上半期　 4 月～ 9 月				   88,000 部
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（９）職場体験学習・教員研修の受け入れ状況
【市内中学校 2 年生】　受け入れ時間帯　9：00 ～ 15：00

【市外中学校】　受け入れ時間帯　9：00 ～ 15：00

【市外高等学校】　受け入れ時間帯　9：00 ～ 15：00

学　校 収蔵庫
見学

土器
洗い

土器
作り

受付
補助

見学学習
補助

事務
作業

学芸員
講話 その他 備　考

１ 篠目中 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 5 月（4 日間：7人）
２ 安南中 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 6 月（4 日間：2 人）
3 明祥中 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 6 月（4 日間：3 人）
4 桜井中 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 6 月（4 日間：4 人）
5 安祥中 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 11月（3 日間：3 人）

参加生徒数　　計 19 人
Ｒ 5 実績：9 人、Ｒ 4 実績：10 人

学　校 収蔵庫
見学

土器
洗い

土器
作り

受付
補助

常設展
説　明

事務
作業

学芸員
講話 その他 備　考

1 豊田猿投中 〇 〇 〇 〇 〇 〇 6 月（2 日間：1 人）
2 岡崎翔南中 〇 〇 〇 〇 〇 〇 9 月（3 日間：3 人）

参加生徒数　　計 4 人
Ｒ 5 実績：0 人、Ｒ 4 実績：0 人

学　校 収蔵庫
見学

土器
洗い

土器
作り

受付
補助

常設展
説　明

事務
作業

学芸員
講話 その他 備　考

１ 安城高校 〇 〇 〇 〇 1 月（1 日間：1 人）
生徒数　　計 1 人

Ｒ 5 実績：3 人、Ｒ 4 実績：0 人

（１０）博物館実習
博物館学芸員養成講座を持つ大学からの要請により実習を行った。

	 ア　期  日	 ７月31日（水）～８月２日（金）､ ６日（火）～８日（木）（６日間）

	 イ　実習生	 立教大学	 １名	 三重大学	 1 名
		  愛知学院大学	 １名		  計 3 名　
	 ウ　実習日程

開催日 午　　　　前 午　　　　後

７月31日 博物館業務（講義）
博物館見学

文化財保護行政（講義）
芸術文化行政（講義）
埋文センター・市民ギャラリー見学

8月1日 歴史資料の取扱い 歴史資料の取扱い
企画展示の流れ（講義）

2日 常設展示室の展示替え 博物館と学校見学（講義）
美術資料の取扱い

6日 民俗資料の取扱い 民俗資料の取扱い
常設展示室の展示替え

7日 考古資料の取扱い 考古資料の取り扱い
常設展示室の展示替え

8日 常設展示室の展示替え 展示替えプレゼンテーション
常設展示室の展示替え
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（１１）出前講座
開催日 演　題 対　象 講師 人数

６月１日 安城松平 安城ふるさとガイドの会 本部 30　　

６月13日 企画展「安城の今昔５　職人の道具」 安祥公民館 千田 60　

７月９日 安城松平・家康について
子供たちが調べた疑問点・戦国時代について 南部小学校 三島 93

７月11日 安城松平 東部公民館 本部 92

９月14日 安城松平 印内ことぶき会 千田 48

９月27日 三河真宗と安城 二本木公民館 千田 38

10月20日 人面文土器と鹿乗川流域遺跡群 桜井和祥会 後藤 36

11月17日 人面文土器と鹿乗川流域遺跡群 新田連合町内会 後藤 33

１月19日 あなたの知らない東海道 北部公民館 三島 15

合　計 445

R5 実績：484 人

（１２）博物館ボランティア
開催日 事業名 人数

9月11日～11月28日（延7日） 常設展展示解説（一般団体） 154

5月12日～3月23日（延22日） 常設展ガイド（第２・４日曜日） 248

6月25日～12月6日（延19日） 見学学習対応（解説・火起こし補助） 1,621

5月3日～5月5日 鎧の試着会（イベント補助） 333

10月5日・6日 安祥文化のさとまつり（常設展展示解説） 51

10月6日 安祥文化のさとまつり（イベント補助） 25

12月5日・13日・18日 歴博福よせ雛制作（イベント準備） 12

2,444

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合　計

回 数 - ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ 22

参加人数 - 64 19 23 26 24 33 23 14 10 5 7 248

●参考　常設展ガイドの案内人数

＊原則、毎月第２・第４日曜日に実施。
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7.　収集・保管活動
（１）令和６年度　博物館収蔵品累計

（２）文献資料室収蔵資料点数

（３）寄贈資料　11 件
・川島町西心寺資料	 近代、防寒帽、防寒脚絆
・今本町神谷家資料	 近世、襖下張り
・アンフォーレ課移管資料	 安城高等女学校関係資料
・新美南吉に親しむ会寄贈資料	 新美南吉関係資料
・尾崎町神谷家資料	 碧海郡農会報類
・横山町横井家資料	 近代、官報
・今本町神谷家資料	 近代、和装本、証書、日記類
・古井町稲垣家資料	 山崎延吉掛軸
・今池町板倉家資料	 満州事変関係史料
・藤井町神谷家資料	 山三みかん園関係史料
・古井町岩瀬家資料	 岩瀬和市関係史料

（４）購入資料　5 件 30 点
・遠江参河駿河甲斐信濃伊豆相模武蔵大地震之図	 １舗
・三河国絵図	 １舗
・帰鶴物語	 １冊
・主図合結記・主図合結城主記	 ７冊
・越前国名蹟考	 20 冊

（５）寄託資料　３件 1,993 点
・尾崎町熊野神社（相撲奉納額）	 文書資料	 2 点
・上条町内会資料（白山関係）	 文書資料	 1,989 点
・神光寺（白山垂迹曼荼羅）	 文書資料	 2 点

歴 史 93,896 点 民 俗 16,779 点 考 古 6,815 点

美 術 444 点 そ の 他 43 点 計 117,977点

図書文献 63,827点
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（６）収蔵資料貸出・閲覧・画像利用状況
新美南吉記念館	 「安城高女学報」、『子規全集』第八巻	 ２点
西別所町内会	 西別所町内会資料	 １点

（株）ＮＨＫエンタープライズ東北	 絹本着色　聖徳太子絵伝　画像	 １点
文化財係	 復元青銅鏡	 １点
個人	 西尾町内会文書	 １６点
西尾市教育委員会 文化財課 市史編さん室	 神谷清久家資料　ガラス乾板、アルバム	 ５点
和泉町歴史研究会	 丸富本店の和菓子作り道具、和泉そうめん製造の道具	 ２点
豊橋市文化財センター	 人面文壺形土器、人面文球形土製品、土偶形容器（レプリカ）、竪櫛	 ５点
和泉町歴史研究会	 「はたらく道具たち」展示写真	 ５点

（株）ＮＨＫエンタープライズ中部支社	 本證寺伽藍絵図　画像	 １点
ＭＩＨＯ　ＭＵＳＥＵＭ	 本證寺蔵　聖徳太子絵伝　第四幅　模写	 １点

（株）ペンコム	 松平忠国宛酒井忠勝　画像	 １点
東町町内会	 内行花文鏡	 １点
ＭＩＨＯ　ＭＵＳＥＵＭ	 本證寺蔵　聖徳太子絵伝　第四幅　模写	 １点
豊橋市美術博物館	 人面文壺型土器、人面文球形土製品、竪櫛	 ３点

（株）岩波書店	 本證寺蔵　聖徳太子絵伝　第二幅　画像	 １点
尾崎町内会	 薬師如来像、不動明像	 ２点
真宗大谷派田川組	 安城御影（東本願寺本）の肖像部分模式図画像	 １点

（株）三弥井書店	 新形三十六怪異　第四十二「四ツ谷怪談」画像	 １点
日本ＢＳ放送（株）	 本證寺門徒連判状　画像	 １点
東京都大島町観光課 ジオパーク推進係	 新美南吉「筆勢非凡」内「ロバとアンコ」、
	 「ラクダと立ちしょんべんする正（南吉）」画像	 ２点
日本福祉大学	 安政３年４月売附仕切目録覚、嘉永７年８月売附仕切覚	 ２点

（株）パスコ	 常設展示室明治用水旧頭首工模型	 １点
個人	 町重要道路二関スル一件綴　大正４年、５年、７年	 ３点
個人	 山崎延吉日記　１９０５～１９１０年	 １点

（株）ＮＨＫエンタープライズ中部支社	 万歳図（東雲斎画）、月次風俗絵巻、粉本二ヶ月絵巻 画像	 ３点
古井町内会	 新編安城市史３通史編近代 東海道線安城駅 画像 他	 11 点
二本木小学校	 火起こし器	 ３点

（株）ＮＨＫエンタープライズ	 本證寺蔵　聖徳太子絵伝　画像	 １点
知立市歴史民俗資料館	 一札之事　	 １点
知立市歴史民俗資料館	 一札之事、正保三河国絵図、寛文三河国絵図　画像	 ３点
個人	 安城市歴史博物館編 2015 年 「大地を拓く都築弥厚の夢」
	 Ｐ６「碧海郡の村々の地図」	 １点
新美南吉記念館	 「安城高女学報」、『子規全集』第八巻	 ２点
西別所町内会	 西別所町内会資料	 １点

（株）ＮＨＫエンタープライズ東北	 絹本着色　聖徳太子絵伝　画像	 １点
文化財係	 復元青銅鏡	 １点
個人	 西尾町内会文書	 １６点
西尾市教育委員会 文化財課 市史編さん室	 神谷清久家資料　ガラス乾板、アルバム	 ５点
和泉町歴史研究会	 丸富本店の和菓子作り道具、和泉そうめん製造の道具	 ２点
豊橋市文化財センター	 人面文壺形土器、人面文球形土製品、土偶形容器（レプリカ）、竪櫛	 ５点
和泉町歴史研究会	 「はたらく道具たち」展示写真	 ５点

（株）ＮＨＫエンタープライズ中部支社	 本證寺伽藍絵図　画像	 １点
ＭＩＨＯ　ＭＵＳＥＵＭ	 本證寺蔵　聖徳太子絵伝　第四幅　模写	 １点

（株）ペンコム	 松平忠国宛酒井忠勝　画像	 １点
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8.　寄贈・受領図書
　令和 6 年度は 337 団体 854 冊・個人から 6 名 6 冊、合計 860 冊の寄贈を受けた。
寄贈元は以下の通りである。
なお、複数冊を1 冊としてカウントしている場合もある。

【あ】	
あいち朝日遺跡ミュージアム	 3 冊
愛知学院大学大学院文学研究科　文研会	 2 冊
愛知学院大学文学部歴史学科考古学研究室	 2 冊
愛知県国登録有形文化財建造物所有者の会	 2 冊
愛知県県民文化局文化部文化芸術課文化財室	 1 冊
愛知県埋蔵文化財センター	 11 冊
愛知県埋蔵文化財調査センター	 2 冊
愛知大学学芸員及び社会教育主事課程運営委員会	 1 冊
愛知大学綜合郷土研究所	 5 冊

（公財）アイヌ民族文化財団	 4 冊
明石市文化・スポーツ室歴史文化財係	 1 冊
秋田県埋蔵文化財センター	 12 冊
秋田県立博物館	 1 冊
朝霞市博物館	 1 冊
熱田神宮宝物館	 2 冊
綾子舞ユネスコ無形文化遺産登録記念事業実行委員会	 1 冊
新居関所史料館	 1 冊
荒木集成館	 1 冊

（株）アルケス	 1 冊
【い】	
飯田市美術博物館	 2 冊
飯田市歴史研究所	 2 冊
壱岐市教育委員会	 2 冊
伊豆の国市文化財課	 2 冊
泉佐野市立歴史館いずみさの	 2 冊
出雲市教育委員会	 2 冊
一宮市博物館	 26 冊
市原市教育委員会	 4 冊
犬山市教育委員会	 1 冊

（公財）犬山城白帝文庫	 2 冊
伊能忠敬記念館	 1 冊
茨木市立文化財資料館	 3 冊
井原市文化財センター「古代まほろば館」	 2 冊

（株）イビソク	 1 冊
射水市教育委員会生涯学習・スポーツ課	 2 冊
岩倉市教育委員会	 1 冊
磐田市教育委員会	 3 冊
岩波書店第一編集部	 1 冊

【う】	
宇佐市教育委員会	 3 冊
浦幌町立博物館	 1 冊

【え】	
恵那市教育委員会	 1 冊
えびの市教育委員会	 2 冊
愛媛県歴史文化博物館	 4 冊

【お】	
黄檗文化研究所	 1 冊
鷹陵史学会	 1 冊
大分県立歴史博物館	 2 冊
大垣市教育委員会	 1 冊
大垣市立図書館	 3 冊
大口町歴史民俗資料館	 2 冊
大阪大谷大学文学部歴史文化学科	 8 冊
大阪大学埋蔵文化財調査委員会	 1 冊
大阪歴史博物館	 1 冊
大府市歴史民俗資料館	 1 冊
岡崎市教育委員会	 1 冊
岡崎市美術博物館	 7 冊
岡谷市教育委員会	 1 冊
岡山市埋蔵文化財センター	 3 冊
岡山大学文明動態学研究所	 2 冊
小野市立好古館	 1 冊

【か】	
（公財）藩老本多蔵品館　加賀本多博物館	 1 冊
各務原市埋蔵文化財センター	 3 冊
各務原市埋蔵文化財調査センター	 2 冊
各務原市歴史民俗資料館	 2 冊
香川県立ミュージアム	 2 冊
柏崎市立博物館	 1 冊
柏原市立歴史資料館	 7 冊
春日井市教育委員会	 3 冊
春日井市道風記念館	 1 冊
春日部市教育委員会	 4 冊
神奈川県立金沢文庫	 1 冊

（公財）かながわ考古学財団	 7 冊
神奈川大学日本常民文化研究所	 2 冊
金沢市立玉川図書館近世史料館	 1 冊
蟹江町歴史民俗資料館	 1 冊
可児郷土歴史館	 1 冊
可児市役所経済交流部歴史資産課	 2 冊
上高津貝塚ふるさと歴史の広場	 2 冊
かみつけの里博物館	 1 冊

（公財）上山城郷土資料館	 1 冊
亀岡市文化資料館	 7 冊

（特非）茅ヶ岳歴史文化研究所	 2 冊
刈谷市教育委員会	 1 冊
刈谷市歴史博物館	 11 冊
川口市教育委員会	 3 冊
観光考古学会	 1 冊

（公財）元興寺文化財研究所	 4 冊
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【き】	
菊川市教育委員会	 1 冊
北上市教育委員会	 6 冊
北九州市立自然史・歴史博物館	 1 冊
岐阜県博物館	 2 冊
岐阜市ぎふ魅力づくり推進部文化財保護課	 1 冊
岐阜市歴史博物館	 2 冊
岐阜関ケ原古戦場記念館	 1 冊
行田市郷土博物館	 4 冊
京都市文化市民局文化芸術都市推進室文化財保護課	 5 冊

（公財）京都市埋蔵文化財研究所	 5 冊
京都府京都文化博物館	 1 冊

（公財）京都府埋蔵文化財調査研究センター	 1 冊
【く】	
串間市教育委員会	 1 冊
熊谷市教育委員会	 3 冊
熊本博物館	 2 冊
倉敷市総務局総務部総務課歴史資料整備室	 1 冊
桑名市博物館	 1 冊
群馬県地域創生部文化財保護課	 1 冊

（公財）群馬県埋蔵文化財調査事業団	 17 冊
群馬県立歴史博物館	 2 冊

【け】	
（有）毛野考古学研究所	 1 冊
【こ】	
幸田町教育委員会	 2 冊
高知県立歴史民俗資料館	 2 冊
江南市歴史民俗資料館	 1 冊
甲府市教育委員会	 6 冊
江府町教育委員会	 2 冊
古賀市教育委員会	 1 冊
国学院大学博物館	 1 冊
国学院大学博物館学研究室	 2 冊

（一社）国宝修理装潢師連盟事務局	 1 冊
国立アイヌ民族博物館	 1 冊
国立歴史民俗博物館	 4 冊
湖西市産業部文化観光課	 1 冊
小牧市教育委員会	 2 冊
小牧市教育委員会文化財課文化財係	 1 冊
駒澤大学禅文化歴史博物館	 1 冊

【さ】	
斎宮歴史博物館	 1 冊

（公財）埼玉県埋蔵文化財調査事業団	 2 冊
西都市教育委員会	 1 冊
堺市文化観光局歴史遺産活用部文化財課	 5 冊
佐久市教育委員会（佐久市五郎兵衛記念館）	 1 冊
桜井市教育委員会文化財課	 4 冊

（公財）桜井市文化財協会	 1 冊
桜井市纒向学研究センター	 4 冊
桜井市立埋蔵文化財センター	 1 冊
札幌市教育委員会	 3 冊
寒川文書館	 1 冊
サントリー美術館	 1 冊

【し】	
（公財）滋賀県文化財保護協会	 4 冊
滋賀県文化スポーツ部文化財保護課	 1 冊
滋賀県立安土城考古博物館	 5 冊
滋賀県立大学	 1 冊
滋賀県立琵琶湖文化館	 2 冊
静岡県埋蔵文化財センター	 5 冊
静岡市東海道広重美術館	 2 冊
静岡市美術館	 1 冊
静岡市立登呂博物館	 1 冊
静岡市歴史博物館	 3 冊
渋川市教育委員会	 3 冊

（株）島田組	 1 冊
島田市観光文化部博物館課	 3 冊
島根県教育庁文化財課古代文化センター	 5 冊
島根県立古代出雲歴史博物館	 4 冊
島原市教育委員会	 1 冊
下仁田町教育委員会	 1 冊
昭和館	 3 冊
市立市川歴史博物館	 1 冊
神宮美術館	 1 冊

（一財）信州農村開発史研究所	 3 冊
【す】	
吹田市立博物館	 3 冊
須坂市立博物館	 1 冊
鈴鹿市考古博物館	 4 冊

【せ】		
関市役所協働推進部文化課文化財保護センター	 3 冊
世田谷区教育委員会事務局	 5 冊

（公財）瀬戸市文化振興財団埋蔵文化財センター	 4 冊
善光寺東海別院（祖父江善光寺）	 1 冊
全国史跡整備市町村協議会事務局	 2 冊
仙台市博物館	 1 冊

【そ】		
総社市産業部観光プロジェクト課文化財係	 1 冊

【た】		
太子町立竹内街道歴史資料館	 3 冊
大成エンジニアリング株式会社　神奈川営業所	 1 冊
高岡市教育委員会	 1 冊
高崎市観音塚考古資料館	 1 冊
多可町教育委員会	 1 冊
田原市教育委員会	 2 冊
田原市博物館	 1 冊
玉川文化財研究所	 4 冊
田原本町教育委員会	 4 冊

【ち】	
（一財）地域創造	 1 冊
（株）地域文化財研究所	 3 冊
茅ヶ崎市教育委員会	 3 冊
千曲市教育委員会	 5 冊
智頭町教育委員会	 2 冊

（公財）致道博物館	 2 冊
千歳市教育委員会	 3 冊

（公財）千葉県教育振興財団	 10 冊
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千葉県立中央博物館	 3 冊
中京大学文学会	 1 冊
中部大学民族資料博物館	 4 冊
知立市教育部文化課文化振興係	 1 冊

【つ】	
（公財）通信文化協会博物館部郵政博物館資料センター	 1 冊
土浦市立博物館	 3 冊
津山郷土博物館	 4 冊

【て】	
帝京大学文化財研究所	 1 冊
天理市教育委員会	 1 冊
天理市教育委員会文化財課	 2 冊
天理大学附属天理参考館	 1 冊

【と】	
土井ヶ浜遺跡・人類学ミュージアム	 1 冊
東海市教育委員会	 1 冊
東京大学史料編纂所	 2 冊
東京都江戸東京博物館	 2 冊
同朋大学仏教文化研究所	 4 冊
十日町市博物館	 1 冊

（公財）土岐市文化振興事業団	 3 冊
徳川林政史研究所	 1 冊
徳島県立博物館	 3 冊
徳島県立博物館 / 徳島県立鳥居龍蔵記念博物館	 3 冊
とこなめ陶の森資料館	 1 冊
所沢市立埋蔵文化財調査センター	 4 冊

（公財）とちぎ未来づくり財団埋蔵文化財センター	 13 冊
鳥取県立公文書館	 1 冊
苫小牧市教育委員会埋蔵文化財調査センター	 1 冊
富岡市教育委員会	 3 冊
富加町教育委員会	 1 冊
富山県立山博物館	 1 冊

（公財）富山県文化振興財団埋蔵文化財調査課	 2 冊
富山県埋蔵文化財センター	 2 冊
富山市郷土博物館	 4 冊
豊川市教育委員会	 1 冊
豊田市生涯活躍部文化財課（旧豊田市郷土資料館）	 1 冊
豊田市博物館	 1 冊
豊田市美術・博物部文化財課	 4 冊
豊田市文化財課足助分室 	 1 冊
豊田市矢作川研究所 	 1 冊
トヨタ博物館 	 1 冊
豊橋市教育委員会 	 4 冊
豊橋市自然史博物館 	 2 冊
豊橋市美術博物館 	 2 冊

【な】		
内藤記念くすり博物館 	 1 冊
中津川市文化スポーツ部文化振興課 	 2 冊

（一財）長野県文化振興事業団 	 1 冊
（一財）長野県文化振興事業団 長野県埋蔵文化財センター 	 1 冊
長野市観光文化部文化財課長野市埋蔵文化財センター 	 5 冊
長野市立博物館 	 3 冊
長野原町教育委員会 	 1 冊
長野原町やんば天明泥流ミュージアム 	 1 冊

長浜市市民協働部生涯学習課文化財保護室 	 2 冊
名古屋市教育委員会文化財保護課 	 8 冊
名古屋市博物館 	 4 冊
名古屋市秀吉清正記念館 	 1 冊
名古屋市見晴台考古資料館 	 2 冊

（一財）名古屋城振興協会 	 1 冊
名古屋城調査研究ｾﾝﾀｰ 	 5 冊
奈良大学文学部文化財学科 	 3 冊
奈良文化財研究所　飛鳥資料館 	 1 冊
南山大学人類学博物館 	 1 冊
南丹市立文化博物館 	 2 冊

【に】		
新潟県立歴史博物館 	 2 冊
新美南吉記念館 	 2 冊
西尾市岩瀬文庫 	 4 冊
西尾市教育委員会 	 1 冊
西尾市教育委員会事務局文化財課市史編さん室 	 4 冊

（公社）日本文化財保護協会 	 3 冊
【ぬ】		
沼津市教育委員会 	 5 冊
沼津市歴史民俗資料館 	 1 冊

【の】		
野田市郷土博物館・市民会館 	 2 冊

【は】		
八戸市博物館 	 1 冊
八戸市埋蔵文化財センター是川縄文館埋蔵文化財グループ 	 2 冊
花巻市教育委員会 	 3 冊
浜松市地域遺産センター 	 3 冊
浜松市博物館 	 1 冊
半田市立博物館 	 1 冊

【ひ】		
東近江市文化スポーツ部埋蔵文化財センター 	 2 冊
彦根市観光文化戦略部文化財課 	 4 冊
彦根城博物館 	 3 冊
氷見市立博物館 	 3 冊
姫路市教育委員会 	 10 冊
姫路市立城郭研究室 	 1 冊
兵庫県立考古博物館 	 4 冊
兵庫県立歴史博物館 	 2 冊
平塚市博物館 	 5 冊
弘前市教育委員会 	 1 冊
弘前市都市整備部公園緑地課弘前城整備活用推進室 	 1 冊

（公財）広島県教育事業団事務局埋蔵文化財調査室 	 6 冊
【ふ】		
深谷市教育委員会文化振興課文化財保護係 	 3 冊
福井県立こども歴史文化館 	 1 冊
福井県立美術館 	 2 冊
福井県立歴史博物館 	 1 冊
福岡市博物館 	 1 冊
福島市市民・文化スポーツ部 	 1 冊
福島市市民・文化スポーツ部
文化スポーツ振興室文化振興課郷土史料室 	 2 冊
福島大学行政政策学類考古学研究室 	 1 冊
藤岡市教育委員会文化財保護課 	 4 冊



― 44 ―

富士市教育委員会文化財課 	 4 冊
富士宮市教育委員会 	 1 冊
富士見市遺跡調査会 	 2 冊
富士見市教育委員会 	 1 冊
富士見市立資料館 	 1 冊
府中市郷土の森博物館 	 1 冊
船橋市郷土資料館 	 1 冊
古井町史発行委員会 	 1 冊

（株）文化財サービス 	 4 冊
【へ】		
（特非）平安京調査会 	 2 冊
碧南海浜水族館 	 1 冊
碧南市教育委員会 	 1 冊
株式会社ペンコム 	 1 冊

【ほ】		
防府市文化スポーツ観光交流部文化振興課文化財室 	 5 冊

（公財）北海道埋蔵文化財センター	 1 冊
【ま】		
松江歴史館 	 4 冊
松戸市立博物館 	 4 冊
松本市教育委員会 	 5 冊

【み】		
三重県総合博物館 	 6 冊
三重県博物館協会 	 1 冊
三重県埋蔵文化財センター 	 6 冊
三河武士のやかた家康館 	 1 冊
瑞浪市陶磁資料館 	 1 冊
瑞浪市みずなみ未来部スポーツ文化課 	 1 冊
南アルプス市教育委員会 	 4 冊
みのかも文化の森美濃加茂市民ミュージアム 	 3 冊
MIHO　MUSEUM 	 1 冊
三弥井書店 	 1 冊
宮崎市教育委員会 	 4 冊
みよし市立歴史民俗資料館 	 2 冊

【む】		
武蔵野音楽大学音楽総合学科 	 1 冊

【も】		
本巣市教育委員会 	 1 冊
盛岡市遺跡の学び館 	 1 冊

【や】		
（公財）八尾市文化財調査研究会 	 20 冊
八尾市立歴史民俗資料館 	 2 冊

（公財）山形県埋蔵文化財センター 	 3 冊
（公財）山口県ひとづくり財団山口県埋蔵文化財センター 	 2 冊
山口県立山口博物館 	 4 冊
山口市教育委員会 	 3 冊
山梨県観光文化・スポーツ部山梨県埋蔵文化財センター 	 5 冊

【よ】		
横須賀市自然・人文博物館 	 2 冊
吉川弘文館 	 2 冊
四日市市役所シティプロモーション部文化課 	 2 冊
四日市市立博物館 	 1 冊
米沢上杉文化振興財団 	 1 冊
米沢市上杉博物館 	 2 冊

【り】		
（公財）栗東市スポーツ協会文化財調査課 	 2 冊
栗東歴史民俗博物館 	 1 冊
立命館大学国際平和ミュージアム 	 1 冊
龍海院 	 1 冊

【れ】		
歴史地震史料研究会 	 2 冊

【わ】		
（公財）和歌山県文化財センター 	 5 冊
和歌山県立紀伊風土記の丘 	 2 冊
和歌山県立博物館 	 6 冊
和歌山県立文書館 	 5 冊
和歌山市立博物館 	 1 冊
和歌山大学紀州経済史文化史研究所 	 1 冊
早稲田大学考古学会 	 1 冊
早稲田大学史学会 	 2 冊

合計	 854 冊

【個人】	
石原　勝成　氏	 1 冊
稲垣　進一　氏	 1 冊
田島奈都子　氏	 1 冊
野上真由美　氏	 1 冊
林口　　宏　氏	 1 冊
森　　勇一　氏	 1 冊

合計	 6 冊

	 総合計 860 冊
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Ⅳ

市民ギャラリー事業
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Ⅳ　市民ギャラリー事業

1.　施設概要　（埋蔵文化財センター含む）

（１）施　設

（２）設　備

所 在 地 愛知県安城市安城町城堀３０番地
竣 工 平成１５年　８月２０日
開 館 平成１５年１１月１９日
建 築 面 積 ２，２７１．５１㎡

（内訳）	 主建物	 ２，０８０．２５㎡
	 渡り廊下	  １１７．１８㎡
	 ポンプ室	 １１．００㎡
	 自転車置場	 ５３．６３㎡
	 バス停	 ９．４５㎡

延 床 面 積 ４，８１９．０６㎡
（内訳）	 主建物	 ４，５７９．０５㎡
	 渡り廊下	 １１７．１８㎡
	 ポンプ室	 １１．００㎡
	 自転車置場	 １０２．３８㎡
	 バス停	 ９．４５㎡

構 造 鉄筋コンクリート造
一部鉄骨鉄筋コンクリート造 ４階建

仕 上 概 要 屋根	 亜鉛メッキステンレス鋼板
	 瓦棒葺 （一部軒先横葺） 
外壁	 化粧コンクリート打ち放しフッ素樹
	 脂塗装仕上げ
	 二丁掛け磁器質タイル

電 気 設 備
受 電 電 圧 ６．６ｋＶ　１回線
火災報知設備 GR 型受信機 (40 回線 )
非常放送設備 １２０Ｗ防災アンプ
太陽光発電システム １０ｋＷ太陽電池パネル設置
ITV監 視 装 置

空 調 設 備
冷温 水発生器 ガス吸収式	 ２台 
空 気 調 和 機 		  ３台
ガスヒートポンプエアコン 		  ６台
パッケージエアコン 		  ２台

給排水衛生設備
給 水 設 備 市上水道

加圧給水方式
受水槽１８㎥×１ （有効） 

排 水 設 備 市下水道
屋内－汚水・雑排水分流式
屋外－汚水・雑排水合流式

給 湯 設 備 ガス給湯器による個別給湯方式
電気式給茶器

消 火 設 備
屋 内 消 火 栓 10 カ所
窒素ガス消火設備 １カ所

中央監視装置
電気、 空調、 衛生、 防災の各システムを統合管理

エレベーター
乗用 （身障者用） １１人乗 ７５０kｇ ４５ｍ／分 油圧式
荷 物 用 ２，０００ｋｇ　３０ｍ／分　油圧式

夜 間 警 備
機械警備による業者委託

階 部屋名 面積（㎡） 内　容

一
　
　
　
階

展 示 室 Ａ 102.45 ○
展 示 室 Ｂ 163.67 ○
展 示 室 Ｃ 162.68 ○
控 室 A 9.10 ○
控 室 B 8.90 ○
控 室 C 9.10 ○
展 示 準 備 室 13.20 ○
そ の 他 262.89 ○倉庫、ロビー、ラウンジ
展 示 収 蔵 庫 200.80 □
整 理 室１・２ 104.17 □
整 理 室 ３ 90.79 □
整 理 室 ４ 23.55 □
そ の 他 61.62 □廊下
事 務 室・受 付 57.18 △
荷 解 室 113.72 △
創 作 実 習 室 137.43 △

そ の 他 558.73
△�湯沸、廊下、設備機械室、風除室、

エントランスホール、倉庫、ロッカー、
便所、展示ケース、EV、機械室

計 2,079.98 △

二
　
階

会 議 室 45.66 △
そ の 他 190.21 △設備機械室、ロッカー、倉庫、EV ホール

計 235.87

三
　
　
　
階

展 示 室 Ｄ 167.73 ○
展 示 室 Ｅ 169.48 ○
控 室 Ｄ 10.02 ○
控 室 Ｅ 10.11 ○
そ の 他 245.12 ○倉庫、ロビー
考古資料収蔵庫 404.23 □
写 場 61.65 □
資 料 室 88.65 □
資 料 閲 覧 室 29.76 △
打 合 せ 室 41.03 △
情 報コーナー 14.02 △

そ の 他 522.75 △�倉庫、湯沸、便所、設備機械室、ロッカー、
EVホール

計 1,764.55

四
　
階

収 蔵 庫 253.10 ○
そ の 他 27.50 ○�前室
そ の 他 218.05 △倉庫、設備機械室、EV ホール

計 498.65

利 用 案 内

	 開館時間	 午前９時～午後５時
		  （市民ギャラリーは午後９時まで延長可）
	 休館日	 月曜日（祝日の場合は開館） 
		  年末年始

施設別床面積
	 市民ギャラリー	 1,615.05㎡
	 埋蔵文化財センター	 1,035.46㎡
	 共　　　　用	 1,928.54㎡
	 合　　　　計	 4,579.05㎡

主な部屋の面積　　○＝ギャラリー部分、 □＝埋蔵文化財センター部分
	 △＝共用部分
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2.　基本方針
・美術に関する作品及びその資料の収集、保管、展示及び活用を行う。
・美術に関する表現の発表の機会を提供する。
・美術に関する活動を奨励する。
・美術に関する講習会、研修会等を開催する。
・その他教育委員会が必要と認める事業を行う。

3.　市民ギャラリー運営委員会
（１）委員

会　　長	 神谷　恒行
副 会 長	 丸山　今朝三
委　　員	 齋藤　みゆき　　山本　祐司　　香村　愛子　　加藤　伴子

（２）活動
	 5 月16 日	 令和 5 年度市民ギャラリー利用状況及び事業報告について
		  令和 6 年度市民ギャラリー事業計画について　ほか

	11 月 21日	 令和 6 年度市民ギャラリー利用状況及び事業報告（中間）について
		  令和 7 年度市民ギャラリー事業計画について　ほか

4.　利用状況

＊文化財係主催イベント、ギャラリーエントランス利用等も含む

月
展　示　室

会議室 創 作
実習室

延利用
者数

入館者
合計

開館
日数

1 日
平均A B C D E 小計 団体数

4 2,330 2,384 0 458 373 5,545 9 19 118 5,682 4,747 26 183 

5 2,940 2,820 202 1,632 2,190 9,784 4 24 116 9,924 3,954 28 141 

6 2,012 2,033 1,702 590 835 7,172 10 6 196 7,374 4,552 26 175 

7 1,369 2,155 1,506 200 311 5,541 6 41 406 5,988 3,465 27 128 

8 999 999 3,268 5,456 5,456 16,178 4 14 266 16,458 9,513 28 340 

9 2,232 2,232 286 1,533 1,533 7,816 9 29 100 7,945 4,163 27 154 

10 3,397 3,397 3,393 3,746 3,746 17,679 3 119 393 18,191 6,559 28 234 

11 4,471 4,470 4,333 3,991 3,991 21,256 4 19 178 21,453 5,573 27 206 

12 1,445 2,070 0 913 530 4,958 6 46 180 5,184 3,620 23 157 

1 1,555 1,331 1,118 932 0 4,936 3 54 152 5,142 2,892 24 121 

2 1,741 885 735 1,884 1,884 7,129 5 15 297 7,441 4,649 25 186 

3 2,433 2,111 1,021 1,312 857 7,734 8 11 92 7,837 3,819 26 147 

合
計 26,924 26,887 17,564 22,647 21,706 115,728 71 397 2,494 118,619 57,506 315 183 

＊
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5.　展示活動
（１）特別展・企画展

・市民ギャラリー特別展
「やきものの秘密 どうやってできるの？ この色・かたち～愛知県陶磁美術館コレクションより～」
愛知県陶磁美術館所蔵作品を借用し展示。陶磁に関する基礎知識を学びながら、創造性豊かな土の
力を紹介。

令和 6 年 6 月 21日（金）～ 7月 20 日（土）　27 日間　展示室 B・C　観覧者数 1,970 人

関連事業
ワークショップ「安城市の土でお絵描きしよう」

　　6 月 23 日（日）　愛知県陶磁美術館　陶芸指導員

　ギャラリートーク
　　6 月 30 日（日）　愛知県陶磁美術館　学芸員
　　7月13 日（土）　　　　　　〃

　ワークショップ「現代金継ぎ体験講座」
　　7月7 日（日）　上村尚美氏（フードコーディネーター）

　ギャラリーコンサート
　　7月14 日（日）　池野文子氏、藤田理粧氏
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・市民ギャラリー企画展「Flora　市民ギャラリーを彩る草と花」
当館収蔵品から「植物」をテーマとした絵画や工芸、書を展示。
また、市内小中学校からもテーマに沿って募集した作品を同時に展示。

令和 6 年 10 月 4 日（金）～10 月14 日（月・祝）　10 日間　展示室Ｄ・Ｅ　観覧者数 1,518 人

関連事業
　ワークショップ「草木染め体験」
　　10 月12 日（土）　講師：大乙尚子氏、山本カヅ子氏（有松絞り染め職人）

　ワークショップ「プラバンで立体の植物をつくろう」
　　10 月14 日（月・祝）　講師：パステルの森

・市民ギャラリー企画展「丸山今朝三展～永遠なる自然との対峙～」
丸山今朝三氏の静物画や風景画、円空仏を描いた作品、立体造形作品などを展示。

令和 7 年 2 月15 日（土）～ 3 月1日（土）14 日間　展示室Ｄ・Ｅ　観覧者数 2,047人

関連事業
ギャラリーコンサート
　2 月15 日（土）　出演：手嶋莉子氏、佐藤美玖氏

ワークショップ「静物画を描こう」
　2 月16 日（日）　講師：丸山今朝三氏

スライドトーク「丸山今朝三展～永遠なる自然との対峙～作品を振り返る」
　2 月 23 日（日）　講師：丸山今朝三氏
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（２）第 81 回安美展

前期：日本画、洋画、工芸・彫刻　令和 6 年 10 月 25 日（金）～11 月 4 日（月・振休）
後期：書、写真　令和 6 年 11 月 8 日（金）～11 月17 日（日）
19 日間　全展示室　観覧者数 4,767人

（３）指定管理者自主事業（展示・イベント）

・懐かしの “ 車 ” 写生作品展
4 月14 日（日）開催の「懐かしの “ 車 ” 写生大会」参加者の作品を展示。

令和 6 年 4 月 20 日（土）～ 5 月12 日（日）22 日間　展示室 E　観覧者数　925 人

・「酒井敦美　光の切り絵～ヒカリひらう散歩道～」
切り絵を光に透かして表現する「光の切り絵」作家・酒井敦美氏によるオリジナル作品を展示。

令和 6 年 8 月10 日（土）～ 9 月1日（日）21日間　展示室Ｄ・Ｅ
観覧料：一般 500 円、小中学生 100 円（未就学児無料）　観覧者数 6,180 人

・「ぬくもり福祉会作品展～くうそうのちから～」
市内福祉施設「ぬくもり福祉会」利用者による作品展を開催。

令和 6 年 8 月10 日（土）～ 9 月1日（日）21日間　展示室Ｃ　観覧者数 3,080 人

・安城市若手芸術家応援プログラム Vol.5　「鶴田功生　木口木版画展」
安城市にゆかりのある若手芸術家を応援する企画で、今回は安城市出身・在住の鶴田功生氏による
木口木版作品等を展示。

令和 6 年 12 月17 日（火）～令和 7 年 1 月19 日（日）24 日間　展示室Ｄ　観覧者数 1,306 人

・大人のためのスケッチ・水彩画講座 受講者作品展
一般を対象としたスケッチと水彩画の連続講座に参加した受講者と講師の作品を展示。

令和 7 年 2 月 21日（金）～ 3 月1日（土）9 日間　展示室 C　観覧者数 808 人
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6.　教育普及活動
（１）芸術文化係主催
・�市民ギャラリー特別展「やきものの秘密 どうやってできるの？ この色・かたち～愛知県陶磁美術館

コレクションより～」関連事業
開催日 演題 講　師 人数

6 月 23 日 ワークショップ「安城市の土でお絵描きしよう」 愛知県陶磁美術館　陶芸指導員 13
6 月 30 日 ギャラリートーク 愛知県陶磁美術館　学芸員 22
7月13 日 20

開催日 演題・事業名 講　師 人数
2 月16 日 ワークショップ「静物画を描こう」 丸山今朝三氏（洋画家） 12
2 月 23 日 スライドトーク「丸山 今朝三展～永遠なる自然との対峙～作品を振り返る」 丸山今朝三氏（洋画家） 32

・市民ギャラリー企画展「丸山今朝三展～永遠なる自然との対峙～」

期　間 事業名 講　師 回数 人数

4 月～ 9 月

銅版画・リトグラフ講座
　午前コース 野澤博行氏（版画家） 10 126
　午後コース 10 122
　特別コース 社会教育指導員 10 110

4 月～ 5 月 書道講座 山本祐司氏（書道家） 4 22
6 月～ 9 月 日本画講座 小川嘉也氏（日本画家） 10 136

5 月～ 7月 中学生美術講座（水彩画） 峯村敏（本館学芸員）
野村郁夫氏（洋画家） 4 37

7月 陶芸講座「親子でろくろ」 加藤克也氏（陶芸家）
石川和子氏（陶芸家） 1 30

9 月～10 月 中学生美術講座（鑑賞から制作） 野村郁夫氏（洋画家）
峯村敏（本館学芸員） 2 11

10 月～ 3 月

銅版画・リトグラフ講座
　午前コース 野澤博行氏（版画家） 10 124
　午後コース 10 113
　特別コース 社会教育指導員 10 99

11 月 キッズ講座「メッセージスタンドをつくろう」 社会教育指導員 1 4
11 月 デッサン講座Ⅰ（裸婦・デッサン） 小西雅也氏（洋画家・造形作家） 3 38
12 月 中学生美術講座（木炭・デッサン） 峯村敏（本館学芸員） 4 26
1 月 デッサン講座Ⅱ（着衣・アクリル絵具） 小西雅也氏（洋画家・造形作家） 3 36
2 月 油彩画講座 杉浦尚史氏（洋画家） 4 41

合　　　計 96 1,075

開催時期 講座名 講　師 回数 人数
７月～ 9 月 サックス講座（前期） 佐藤杏奈氏（サックス奏者） 3 19
７月～ 9 月 トランペット講座（前期） 黒河裕子氏（トランペット奏者） 3 11
７月～ 9 月 クラリネット講座（前期） 畔柳温子氏（クラリネット奏者） 3 17
７月～ 9 月 パーカッション講座（前期） 手嶋莉子氏（打楽器奏者） 3 15
７月～ 9 月 フルート講座（前期） 天野千尋氏（フルート奏者） 3 6

12 月～1 月 サックス講座（後期） 佐藤杏奈氏（サックス奏者） 3 22
12 月～1 月 トランペット講座（後期） 黒河裕子氏（トランペット奏者） 3 15
1 月～ 2 月 クラリネット講座（後期） 畔柳温子氏（クラリネット奏者） 3 16
1 月～ 2 月 パーカッション講座（後期） 手嶋莉子氏（打楽器奏者） 3 18

12 月～ 2 月 フルート講座（後期） 天野千尋氏（フルート奏者） 3 11
合　計 30 150

・美術講座

・中学生日曜教室（音楽）

第８回版画講座受講者作品展
令和６年７月９日（火）～７月１４日（日）６日間　展示室 E　観覧者数：311 人
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・季節のアートレッスン
開催日 事業名 講　師 人数

7月 30 日 夏休みのお手伝い！
ポスターを描こう 田中玲子氏・丹羽和宏氏 10

8 月 4 日 夏休みのお手伝い！
植物の絵画を描こう 峯村敏（本館学芸員） 15

11 月 10 日 ディンプルアートでクリスマスオーナメント作り 花井玲衣氏（ａｔｅｌｉｅｒ ｒａｉｎｙ主宰） 11

12 月 1 日 折り紙でクリスマスカードを作ろう 竹内ケイ氏（折り紙作家） 17

1 月 23 日
1 月 30 日
2 月 6 日
2 月 13 日

大人のためのスケッチ・水彩画講座
―あなただけの作品を仕上げよう― 近藤義行氏（形象派美術協会会員） 78

  3 月 23 日 名作が身近になる鑑賞のコツ
～新古典主義から印象派まで～ 峯村敏（本館学芸員） 25

・市民ギャラリー企画展「Flora　市民ギャラリーを彩る草と花」関連事業

・安城市若手芸術家応援プログラム Vol.5　「鶴田功生　木口木版画展」　関連事業

・市民ギャラリー企画展「丸山今朝三展～永遠なる自然との対峙～」　関連事業

開催日 事業・講座名 講　師 人数

10 月12 日 草木染め体験 大乙尚子氏（有松絞り染め職人）
山本カヅ子氏（有松絞り染め職人） 15

10 月14 日 プラバンで立体の植物をつくろう パステルの森 16

開催日 事業・講座名 講　師 人数

12 月 22 日 作家本人による制作実演 鶴田功生氏（木口木版作家） 61

1 月12 日 アーティスト・トーク 鶴田功生氏（木口木版作家） 38

開催日 事業・講座名 講　師 人数

2 月15 日 ギャラリーコンサート 手嶋莉子氏（マリンバ奏者）
佐藤美玖氏（マリンバ奏者） 120

（２）指定管理者主催
・�市民ギャラリー特別展「やきものの秘密　どうやってできるの？　この色・かたち～愛知県陶磁美術

館コレクションより～」関連事業
開催日 事業・講座名 講　師 人数

7月 7 日 現代金継ぎ体験講座 上村尚美氏（フードコーディネーター） 8

7月14 日 ギャラリーコンサート 池野文子氏（オカリナ奏者）
藤田理粧氏（ピアノ奏者） 60

7.　収集・保管活動
収蔵品点数　( 令和 7 年 3 月 31 日現在 )
区分 絵画 版画 書 陶芸 工芸 写真 デザイン 彫塑 合計

点数 867 29 320 100 113 9 8 41 1,487



― 54 ―

・アートマネジメント講座　トークからはじめるアートのイベント

・市民公募文化事業（美術）
開催日 事業名 人数

3月15日～16日 あれこれ日記 250

・芸術鑑賞会事業
開催日 事業名 人数
10月6日 愛知室内オーケストラ「安城市わくわくクラシック」 161

10月～11月 古典芸能アウトリーチ（和太鼓・箏曲） 806
9～10月 クラシック音楽アウトリーチ（弦楽四重奏・マリンバ） 371

10月 公民館アウトリーチ（マリンバ・箏曲・和太鼓） 20

交流会あり　講師：品川佳代氏

・市民公募文化事業（舞台）
開催日 事業名 人数
6月30日 学校で聴いた名曲をホールで聴こう 教科書クラシック 457
7月20日 第 12 回定期演奏会 600

10月19日 纘迦祭　SANGASAI 187
11月24日 安城市民吹奏楽団第 51 回定期演奏会 740
12月 1日 弦楽器と遊ぼう 50
12月14日 ビッグ・ラバーズ・オーケストラ第 17 回定期演奏会 700
12月15日 安城市少年少女合唱団第 20 回記念演奏会 451
3月 8日 第 5 回安城ヴォーカル・フェスティバル 223
3月16日 第 37 回竹友会　民謡と和太鼓発表会 600

・第 41 回市民演劇祭
開催日 参加人数
2月2日 398

開催日 会場 講座名 講　師 人数

8月25日 アンフォーレ アートマネジメントとは
～企画は何のため誰のため？～

林健次郎氏
（愛知県芸術劇場企画制作部参事〈広報〉） 13

9月 8日 アンフォーレ アートイベント企画の立て方
～楽しい企画はどうやって出来上がる？～

品川佳代氏
（アンフォーレ・コーディネーター） 12

10月20日 安祥公民館 自分の力でできることを見つけよう
～市民活動の他市事例より～ 豊川市しみん舞台実行委員会 10

12月22日 アンフォーレ チラシのいろは
～手に取りたいチラシのからくりを知ろう～

加藤多望氏
（tami graphic design.） 7

1月26日 アンフォーレ 舞台のいろは
～舞台監督や舞台美術について知ろう～

石黒諭氏
（名古屋芸術大学芸術学部芸術学科
　舞台芸術領域舞台美術コース准教授）

10

2月 9日 アンフォーレ アートイベントに向けて役割分担
～本番を成功させるために～ 品川佳代氏 13

3月16日 アンフォーレ
いよいよアートイベント当日
～本番とフィードバック～ 品川佳代氏 12

和太鼓ファミリーコンサート 出演：由良英寛氏、梵迦 183

8.　文化振興事業
・第 65 回市民芸術祭

開催日 会　場 内　容 人数
第 57 回市民芸能まつり

10 月12、13 日 市民会館 詩吟、舞踊、大正琴、フラダンス、
フラメンコ等 489

文芸・技芸・趣味の集い
10 月11 ～13 日

10 月19 日
11 月 6 ～11 日

へきしんギャラクシープラザ、
市民会館、デンパーク

文芸	 俳句、短歌等
技芸	 茶道、いけばな、盆栽、
	 くみひも、帯結び等
趣味	 菊花等

250
(16 団体 )

第 36 回市民文芸まつり
7月（募集）

11月24 日（発表大会）
市民会館

（発表大会）
作品の公募（一般・学生）、入賞
作品の発表・表彰式・講評、作品
集の発刊

俳句　3,797
(7,179 句 )

短歌　1,956
(2,047 首 )



― 55 ―

Ⅴ

埋蔵文化財センター事業
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Ⅴ　埋蔵文化財センター事業

1.　基本方針
・埋蔵文化財に関する調査及び研究を行う。
・埋蔵文化財の資料収集、整理、保管、展示及び活用を行うこと。
・埋蔵文化財に関する調査報告書等を作成すること。 
・学校、博物館その他の教育機関との協力及びその活動の援助。
・その他教育委員会が認める事業。

2.　利用状況
埋蔵文化財センター総利用者数
11,278 人　＊土器づくり教室等を含む

安祥文化のさとまつり文化財展
第 19 回安城発掘のあゆみ展　「本神遺跡発掘 60 周年」展

（展示室 C：令和 6 年 10 月 4 日～ 10 月 14 日）　1,136 人

埋蔵文化財センター観覧者数

収蔵品点数

資料貸し出し等
資料貸出 3 点　資料閲覧等 5 件

寄贈資料等
4 件

3.　展示活動
（１）埋蔵文化財センター

　令和５年度の発掘調査のうち姫遺跡、塚越古墳、本證寺境内の
調査成果について、出土遺物、写真パネル等を交えて展示した。
　また、調査成果を解説した無料リーフレットを作成して配布し、普
及啓発に努めた。

（２）安祥文化のさとまつり
　安祥文化のさとまつりの主要イベントとして、市内小中学生の歴史を
題材とした自由研究及び歴史団体による研究成果発表展示「歴史のひ
ろば」（展示室Ａ・Ｂ）、第 19 回安城発掘のあゆみ展　「本神遺跡発
掘 60 周年」展と土器ボランティア作品展（展示室Ｃ）を実施した。「歴
史のひろば」では市内の全小中学校から 62 点の出品を得て、そのうち
歴史大賞に３名、歴史賞に８名を選出、表彰を行った。

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 合計

689 1,079 1,556 1,304 1,260 893 935 1,044 1,102 478 408 530 11,278

土器 石器 木製品 金属製品 その他 合計

505 14 18 8 14 559

令和５年度発掘調査成果展示

発掘のあゆみ展　展示風景



― 58 ―

No. 遺　跡　名 工事の内容 取扱い 備考
1 亀 塚 遺 跡 ・中 狭 間 遺 跡 ほ か 河川改良（愛知県対応） 本発掘調査 ７月16 日～11 月 20 日

2 矢 作 川 河 床 遺 跡 河川改良（愛知県対応） 工 事 立 会
10 月１日、11 月 13 日、
12 月12 日、１月17 日、
３月13 日

3 別 郷 屋 敷 遺 跡 個 人 住 宅 建 設 工 事 立 会 ５月10 日
4 本 證 寺 境 内 個 人 住 宅 建 設 確 認 調 査 ４月 20・23 日
5 本 證 寺 境 内 個 人 住 宅 建 設 慎 重 工 事 　
6 誓 願 寺 境 内 地 個 人 住 宅 建 設 工 事 立 会 ６月19 日
7 城 向 遺 跡 ・ 桜 井 城 跡 ガ ス 管 新 埋 設 工 事 立 会 ６月 25 日～７月３日
8 大 久 根 遺 跡 個 人 住 宅 建 設 工 事 立 会 ２月12 日
9 御 用 地 遺 跡 駐 車 場 造 成 確 認 調 査 ６月４日
10 御 用 地 遺 跡 駐 車 場 造 成 慎 重 工 事 　
11 城 向 遺 跡 ガス管新埋設撤去 工 事 立 会 ７月 25 日
12 小 川 的 場 丘 城 跡 個 人 住 宅 建 設 工 事 立 会 ７月 26 日
13 屋 下 遺 跡 倉 庫 建 設 確 認 調 査 ６月 25 日
14 屋 下 遺 跡 倉 庫 建 設 慎 重 工 事 　
15 形 谷 遺 跡 個 人 住 宅 建 設 慎 重 工 事 　
16 寺 領 廃 寺 跡 個 人 住 宅 建 設 工 事 立 会 ９月10 日、１月 23 日
17 加 美 遺 跡 個 人 住 宅 建 設 工 事 立 会 10 月２日、１月 25 日
18 安 城 古 城 跡 個 人 住 宅 建 設 確 認 調 査 ７月 24 日
19 安 城 古 城 跡 個 人 住 宅 建 設 慎 重 工 事 　
20 寺 領 廃 寺 跡 個 人 住 宅 建 設 工 事 立 会 １月 27 日
21 高 畑 遺 跡 個 人 住 宅 建 設 確 認 調 査 ７月 25 日
22 高 畑 遺 跡 個 人 住 宅 建 設 慎 重 工 事 　
23 安 城 古 城 跡 個 人 住 宅 建 設 工 事 立 会 ９月２日
24 形 谷 遺 跡 個 人 住 宅 建 設 慎 重 工 事 　
25 安 城 古 城 跡 個 人 住 宅 建 設 そ の 他 　
26 天 神 遺 跡 個 人 住 宅 建 設 工 事 立 会 11 月 29 日
27 城 向 遺 跡 分 譲 住 宅 建 設 慎 重 工 事 　
28 塔 之 元 遺 跡 個 人 住 宅 建 設 有 無 照 会 ８月 26 日
29 塔 之 元 遺 跡 個 人 住 宅 建 設 慎 重 工 事 　
30 本 神 遺 跡 個 人 住 宅 建 設 工 事 立 会 10 月１日
31 別 郷 廃 寺 跡 個 人 住 宅 建 設 工 事 立 会 11 月13 日
32 城 向 遺 跡 ガス管新埋設撤去 工 事 立 会 11月11・12日
33 新 定 山 遺 跡 道 路 改 良 工 事 工 事 立 会 11 月 27 日、12 月２日
34 桜 井 城 跡 公 園 施 設 更 新 工 事 立 会 12 月２日
35 古 井 堤 西 遺 跡 分 譲 住 宅 建 設 有 無 照 会 ７月 30 日、８月１・２日
36 古 井 堤 西 遺 跡 分 譲 住 宅 建 設 工 事 立 会 12 月10 日

4.　埋蔵文化財調査事業
（１）令和６年度発掘届等の概要

　本年度における発掘調査届出等の件数は 48 件であった。その内訳は発掘調査２件、試掘・確認調
査 28 件、工事立会 24 件、慎重工事 21 件、その他１件であった。また、埋蔵文化財の有無照会等は
748 件であった。
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37 城 向 遺 跡 ガス管新埋設撤去 工 事 立 会 12 月12 日
38 大 山 遺 跡 個 人 住 宅 建 設 確 認 調 査 10 月８日
39 大 山 遺 跡 個 人 住 宅 建 設 慎 重 工 事 　
40 城 向 遺 跡 個 人 住 宅 建 設 確 認 調 査 10 月 29・30 日
41 城 向 遺 跡 個 人 住 宅 建 設 慎 重 工 事 　
42 岩 根 前 遺 跡 個 人 住 宅 建 設 確 認 調 査 11 月７・８日
43 岩 根 前 遺 跡 個 人 住 宅 建 設 慎 重 工 事 　
44 誓 願 寺 境 内 地 個 人 住 宅 建 設 工 事 立 会 ２月10・11 日
45 稲 尾 遺 跡 水 位 計 支 柱 移 設 慎 重 工 事 　
46 中 開 道 遺 跡 個 人 住 宅 建 設 確 認 調 査 12 月３・４日
47 中 開 道 遺 跡 個 人 住 宅 建 設 慎 重 工 事 　
48 塔 之 元 遺 跡 個 人 住 宅 建 設 工 事 立 会 ２月７日
49 小 川 三 ツ 塚 遺 跡 分 譲 住 宅 建 設 慎 重 工 事 　
50 本 證 寺 境 内 個 人 住 宅 建 設 試 掘 調 査 10 月９日
51 本 證 寺 境 内 個 人 住 宅 建 設 慎 重 工 事 　
52 姫 塚 古 墳 不 動 産 売 買 有 無 照 会 ２月 26 日
53 姫 塚 古 墳 土 留 解 体 工 事 工 事 立 会 １月 20 ～ 25 日
54 古 井 堤 西 遺 跡 個 人 住 宅 建 設 確 認 調 査 １月７日
55 古 井 堤 西 遺 跡 個 人 住 宅 建 設 慎 重 工 事 　
56 岩 根 城 跡 個 人 住 宅 建 設 確 認 調 査 １月14・15 日
57 岩 根 城 跡 個 人 住 宅 建 設 慎 重 工 事 　
58 岩 根 前 遺 跡 個 人 住 宅 建 設 確 認 調 査 １月15 日
59 岩 根 前 遺 跡 個 人 住 宅 建 設 慎 重 工 事 　
60 姫 下 遺 跡 ・ 中 狭 間 遺 跡 河川改良（愛知県対応） 本発掘調査 　
61 根 崎 遺 跡 個 人 住 宅 建 設 確 認 調 査 １月 22 日
62 根 崎 遺 跡 個 人 住 宅 建 設 慎 重 工 事 　
63 堀 内 古 屋 敷 跡 個 人 住 宅 建 設 工 事 立 会 ３月 31 日
64 下 り 坂 遺 跡 資 材 置 場 造 成 確 認 調 査 ３月14 日
65 下 り 坂 遺 跡 資 材 置 場 造 成 慎 重 工 事 　
66 福 釜 遺 跡 ガ ス 管 新 埋 設 工 事 立 会 　
67 本 證 寺 境 内 史跡整備便益施設建設 有 無 照 会 ６月 4 ～15 日
68 誓 願 寺 境 内 地 住 宅 建 設 有 無 照 会 10 月 22 日
69 誓 願 寺 境 内 地 住 宅 建 設 有 無 照 会 10 月 23 日
70 誓 願 寺 境 内 地 住 宅 建 設 有 無 照 会 10 月 23・24 日
71 山 ノ 寺 遺 跡 店 舗 建 設 有 無 照 会 11 月19 日
72 石 ナ 曽 根 遺 跡 不 動 産 売 買 有 無 照 会 １月９日
73 本 證 寺 境 内 学 術 調 査 確 認 調 査 ７月 25 日～３月 25 日
74 本 證 寺 境 内 学 術 調 査 確 認 調 査 １月14 日～３月９日
75 塚 越 古 墳 学 術 調 査 確 認 調 査 11 月15 日～３月 25 日
76 獅 子 塚 古 墳 学 術 調 査 確 認 調 査 ２月４日～３月 28 日
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（２） 主な調査概要
ア　本證寺境内
　国史跡本證寺境内の基礎情報を得るための調査。外堀・内堀
のほか、侍水野家・代官神谷家屋敷跡などを調査した。北西外
堀では、下層：戦国期、中層：江戸時代、上層：明治時代の堆
積を確認したが、西側外堀では下層まで江戸時代の遺物が含ま
れており、戦国期の痕跡を確認できなかった。西側内堀では底か
ら戦国期の土師質鍋が大量に出土し、戦国期には堀が存在した
ことが明らかとなった。鼓楼前内堀では下層まで江戸時代の遺物
が含まれていた。侍・代官屋敷跡では、侍屋敷の痕跡は確認で
きなかったが、代官屋敷に伴うとみられるタタキ層や江戸時代の
民家を構成する遺構を確認できた。

イ　塚越古墳
　古墳の基礎情報を得るための学術調査。特に、令和５年度調査
の結果を踏まえ、真に前方後方墳なのか、墳丘形態の確定を重視
した。調査の結果、後方部で周溝が方形に屈折するとみられる状
況を確認したことから、前方後方墳である可能性がさらに高まった。

ウ　獅子塚古墳
　古墳の基礎情報を得るための学術調査。調査の結果、周溝の
存在を確認した。周溝からは、埴輪片が多く出土した。またくび
れ部付近で、周溝の肩が円形のようにカーブする状況を確認した
ことから、獅子塚古墳の墳形は前方後円墳である可能性が高い。

（３） 報告書等刊行物
発掘調査報告書第 54 集「安城西鹿乗地区の遺跡Ⅳ　屋下遺跡　万五郎遺跡」
	 Ａ４判	 320 部
発掘調査報告書第 55 集「令和４年度市内遺跡調査報告　高畑遺跡Ⅱ　木戸屋敷遺跡」　
	 Ａ４判	 320 部
市内遺跡発掘調査報告展（令和５年度）	 Ａ４判	 5,000 部

（４） 木製品保存処理
発掘調査により出土した木製品の保存処理を行った。
　屋下遺跡　2 点　本證寺境内　8 点　御用地遺跡　1 点　木戸屋敷遺跡　1 点

（５） 金属製品保存処理
発掘調査により出土した金属製品の保存処理を行った。
　北加美遺跡　1 点　宮下遺跡　1 点　菱田・根崎・万五郎遺跡　3 点

本證寺境内

塚越古墳

獅子塚古墳
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Ⅵ

安祥城址公園事業
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Ⅵ　安祥城址公園

1.　施設概要
（１）施　設

安祥城址公園は、市街地より南東へ約 2km の位置にあり、附近は農地が多く静かな場所です。また、
本公園は、徳川家康の祖父・松平清康まで 4 代にわたる松平総領家の居城跡であり、松平・織田の10 年
に及ぶ攻防の史跡が残る歴史ある場所でもあります。

平成３年に安城市歴史博物館が設置されたことを機に、安祥城本丸跡（現大乗寺）、二の丸跡（現八幡社） 
などの文化的歴史的にも重要な拠点である当地を、魅力ある史跡公園として拡張し再整備しました。

現在は、本公園と安城市歴史博物館、市民ギャラリー、埋蔵文化財センター、安祥公民館と併せ、美
術と歴史を気軽に楽しめる文化ゾーン「安祥文化のさと」として市民に親しまれています。

（２）平面図

2.　公園活性化事業

所 在 地 安城市安城町城堀４１番地
設 置 昭和 54 年 10 月13 日
敷 地 面 積 12,255㎡

開催日 事業名 人数
５月19 日 さとのマルシェ 529
６月 22 日 さとのマルシェ 628
６月 22 日 さとのマルシェパフォーマンスステージ

（ヒップホップダンス MM 愛、ハーラウ フラ オカ マハロアイ、エル・アモール） 142
８月 30 日 さとのマルシェ 台風の為中止
８月 30 日 L’eclat チアダンス 台風の為中止
８月 31 日 さとのマルシェ 台風の為中止
９月 1 日 さとのマルシェ 台風の為中止

10 月 ５日 さとのマルシェ 734
10 月 ６日 さとのマルシェ 736
10 月 14 日 さとのマルシェ 384
11 月 ２日 さとのマルシェ 中止
11 月30 日 さとのマルシェ 437
11 月 30 日 子どもと家族の青空写真撮影会 36
11 月 30 日 秋のＢＯＯＫガーデンイベント 40
12 月 ７日 防災体験デー「飲食ブース」 120
３月 22 日 さとのマルシェ 593
３月 22 日 おちょこで苔玉づくり 55

通年 幟「安城松平発祥の地」を立てての PR 展開
通年 鯉のエサを希望者に配布
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Ⅶ

丈山苑事業
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Ⅶ　丈　山　苑

1.　施設概要
（１）施　設

（２）平面図

利 用 案 内

	 開苑時間	 午前９時～午後５時
		  （入苑は午後４時３０分まで）
		  ※ 夜間開苑有り　午後９時まで

	 休苑日	 月曜日（祝日の場合は開苑）

	 入苑料	 個人	 100 円	（中学生以下無料）
		  団体	 80 円	（10人以上の場合）

所 在 地 安城市和泉町中本郷１８０番地１
竣 工 平成８年３月１９日
開 苑 平成８年５月２１日
敷 地 面 積 9,100㎡
建 築 面 積 429.11㎡
延 床 面 積 394.12㎡
( 内 訳 )
詩 泉 閣 木造瓦葺２階建	 304.58 ㎡
休 憩 施 設 木造スレート葺平屋建	 49.47 ㎡
管 理 棟 木造平瓦葺屋建	 26.20 ㎡
四 阿 木造平屋建	 13.87 ㎡



― 68 ―

2.　基本方針（理念）
　丈山苑は、石川丈山（1583－1672 ）が終

つい

の栖
すみか

とした京都一乗寺にある詩仙堂のイメージを、生誕地
和泉郷に再現し、「丈山の世界」を創りあげたものです。
　丈山苑の核となる詩泉閣には、詩仙堂ゆかりの三十六詩仙の額を始め、隷書体の書幅が掲げられ、
丈山の感性を偲ぶことができます。また、苑内には、作庭家として丈山が手がけた詩仙堂、東本願寺
渉

しょうせいえん

成園（枳
き こ く て い

穀邸）、田辺の酬
しゅうおんあん


恩庵（一休寺）の三庭園をイメージし、唐様庭園、回遊式池泉庭園、枯
山水庭園を組み合わせた本格的な庭園を配しています。
　京都から故郷和泉郷を思いながら、終世帰郷を許されなかった丈山。苑内に立つ丈山翁の像は、昔
日の思いとは逆に、京都のある西を向き 29 里（約 115㎞）離れたその地を見つめます。詩泉閣西側にの
びる望京橋の 29 枚の踏板は、遠く離れた京と和泉郷の距離を表しています。
　吹き抜ける四季折々の風を感じながら、木々を愛で、せせらぎの音を楽しみ、ゆったりと一服の茶を
味わうとき、風雅を楽しみ詩作に遊んだ、文人石川丈山の心につながる世界がひらけます。

3.　利用状況
（１）入苑者数	 （２）イベント

注： 休憩室利用者数は未カウント

4.　指定管理者の状況

月 入苑者数 開苑日数 呈茶数 貸室
利用者数大人 中学生以下 合計

4 1,799 91 1,890 26 1,424 0
5 3,710 192 3,902 28 2,760 0
6 1,950 268 2,218 26 1,652 0
7 1,364 70 1,434 27 1,021 0
8 1,734 102 1,836 28 1,335 0
9 1,566 220 1,786 27 1,321 235
10 1,943 308 2,251 28 1,638 4
11 3,918 372 4,290 27 3,129 80
12 3,701 270 3,971 23 2,899 123
1 1,203 69 1,272 24 996 7
2 1,347 69 1,416 25 1,035 0
3 1,658 113 1,771 26 1,424 0

合計 25,893 2,144 28,037 315 20,634 449

指定管理者 エリアワン株式会社
（愛知県刈谷市）

指 定の期間 令和６年４月１日から
令和１１年３月３１日まで（５年間）

指定管理料 184,000 千円（５年間）

業 務 内 容

丈山苑の利用に関する業務
（自主事業・指定事業も含む）
丈山苑の施設及び設備の維持管理に関する業務
上記に付随する業務

嘯月楼とサツキ

行　事　名 参加人数

茶
　
会

4 月13日 野点（庭苑内茶席） 56
5 月12日 新緑茶会 210
6 月 16日 煎茶のおいしい飲み方体験 84

10 月20日 気軽に一服 ～学生茶会～ 111
11 月10日 紅葉茶会 231
1 月12日 新春茶会 153
2 月 2日 丈山苑着付けショー＋茶会 68

小　　　計 913

演
奏
会
、
講
座
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

5 月24日 和の暮らし歳時記教室『野草茶を楽しむ』 8
6 月 1日 丈山苑フォトセミナー 20
7 月21月 漢詩勉強会 30

8月24日～25日、31日、9月1日 皆んなで描こう！福招き猫にゃん 75
10 月 5日 丈山苑フォトセミナー 8
11 月 16日 煎茶道黄檗売茶流～立礼式で楽しむ極上の一杯～ 16
1 月29日 おいしいお茶の飲みくらべ 12

12 月 1日 丈山苑フォトセミナー 10
3 月 8日 石川丈山勉強会 22
3 月27日 おいしいお茶の淹れ方 14
4 月20日 インディアンフルートと笙の世界 154
5 月18日 陽だまりコンサート：フルート 267
6 月30日 沖縄民謡演奏会 160
7 月28日 ギター晴嵐コンサート 76
8 月 4日 昭和を楽しむ音楽かい 33

10 月12日 丈山苑月見会の夕べ 30
9 月28日 一五一会 102

10 月19日 詩吟劇「石川丈山 第二の人生」 128
11 月23日 NORIさん弾き語り～チェロと朗読と晩秋の風にのせて～ 85
12 月 7日 Art garden ANJO 関連イベント BEFORE YOU KNOW IT 13
12 月15日 Art garden ANJO 関連イベント VR 絵画教室 11
12 月15日 Art garden ANJO 関連イベント 野外生茶会 4
12 月22日 丈山苑ハープ演奏会 ～六花のクリスマス～ 92
1 月11日 新春三河万歳 ～招福の舞～ 42

1月11日～1月31日【自主】新春縁日 29
2 月 8日 三河すーぱー絵解き座による「お釈迦様絵解き」in 丈山苑 20
3 月 1日 丈山苑フォトセミナー 13
3 月22日 詩吟大会 33

3月25日～4月10日 丈山苑フォトコンテスト 1,113
3 月29日 ハンマーダルシマー演奏会 86

小　　　計 2,706

展
示
会

4 月 9日～ 14日 書家　杉山青苑作品展『ひかり』 413
5 月 1日～ 11日 安保成子絞り展『透る風～青藍～』 2,251
6 月 5月～ 9日 一閑張・染め物二人展 448
7 月10日～ 14日 蓄音機・古時計展 528

8月20日～9月1日 猫だらけ己書作品展 942
9 月11日～ 15日 久遠篆刻展 401

10月30日～11月3日 ちぎり絵展 ～ 四季折々 ～ 403
12 月 7日～ 15日 ここにはいないあなたを感じる Absent World（Art garden AJNO） 1,932
11 月 17日～ 19日 新春展示会 ～盆栽展～ 205
2月4日～3月9日 福よせ雛 1,752

小　　　計 9,275

宵
・
夜
間
開
苑

6 月 3日 雅楽と源氏物語 55
7 月21日 丈山苑落語会 39
7 月22月 丈山百物語 1 24
9 月 16日 丈山百物語 2 18

10 月 14日 ハマノユリナ×伊藤寛哲 唄で魅せるクラシックギターデュオコンサートin 丈山苑 32
10 月21日 夜長の三味線会～小唄と安城民謡の夕べ～ 27
11 月11日 安城の芸妓さんを知る夕べ 40
11 月24日 二胡・フルート・ピアノ～悠久の調べ～ 40
1 月25日 浄瑠璃語りとお三味線の四季彩めぐりの宵 27
2 月 1日 冬に贈る～情熱のジプシーヴァイオリンライブ～ 43
3 月15日 ヒーリングピアノコンサート～春の色彩を感じて～ 27

11月29日～12月1日 夜灯（よとぼし） 1,248
12 月 6日～ 8日 紅葉ライトアップ 1,285

小　　　計 2,905
合　　計 15,799
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